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プ
レ
・
ロ
ー
マ
期
キ
ュ
レ
ネ
の
有
力
家
族
と
リ
ビ
ア
人
岡
　
田
　
泰
　
介
は
じ
め
に
　
テ
ラ
の
植
民
者
た
ち
が
前
七
世
紀
後
半
に
北
ア
フ
リ
カ
東
部
の
キ
ュ
レ
ナ
イ
カ
地
方
に
築
い
た
植
民
市
キ
ュ
レ
ネ
の
国
制
は
、
前
五
世
紀
の
半
ば
の
王
政
崩
壊
以
降
し
ば
し
ば
党
派
抗
争
を
経
験
し
つ
つ
も
、
寡
頭
的
体
制
の
根
強
い
存
続
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
キ
ュ
レ
ネ
史
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
寡
頭
政
的
傾
向
は
、
バ
ッ
ト
ス
王
朝
期
に
関
す
る
古
典
的
研
究
を
著
し
た
O
『
㊤
日
o
ロ
×
に
よ
っ
て
つ
と
に
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
第
二
次
大
戦
以
降
の
キ
ュ
レ
ネ
考
古
学
の
巨
頭
o
Q
ε
8
甑
と
、
と
り
わ
け
O
訂
日
o
長
の
門
下
で
学
ん
だ
い
胃
O
a
。
に
よ
る
、
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
手
法
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
駆
使
し
た
緻
密
な
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
詳
細
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
　
他
方
、
O
舘
℃
胃
一
巳
は
、
キ
ュ
レ
ネ
の
公
職
者
に
リ
ビ
ア
系
と
み
ら
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
）
名
が
し
ば
し
ば
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
キ
ュ
レ
ナ
イ
カ
の
ギ
リ
シ
ア
語
史
料
に
残
る
リ
ビ
コ
・
ベ
ル
ベ
ル
系
人
名
に
関
し
て
は
、
言
語
学
者
で
あ
る
竃
霧
の
o
コ
に
よ
っ
て
一
九
六
〇
年
代
以
来
サ
ン
プ
ル
の
抽
出
と
収
集
　
　
　
　
　
　
（
4
V
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
前
二
千
年
紀
を
通
じ
て
、
数
波
に
わ
た
っ
て
北
ア
プ
リ
カ
・
サ
ハ
ラ
地
方
に
浸
透
し
た
ベ
ル
ベ
ル
人
は
、
テ
ラ
人
の
到
来
時
に
は
す
で
に
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
を
は
じ
め
と
す
る
ギ
リ
シ
ア
・
ラ
テ
ン
語
史
料
に
名
を
と
ど
め
る
幾
つ
か
の
部
族
集
団
を
形
成
し
て
キ
ュ
レ
ナ
イ
カ
地
域
に
確
固
た
る
地
歩
を
固
め
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
リ
ビ
ア
系
諸
部
族
と
ギ
リ
シ
ア
系
植
民
市
と
の
関
係
は
、
敵
対
と
共
存
の
曲
折
を
経
つ
つ
、
七
世
紀
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
人
の
侵
入
に
い
た
る
ま
で
古
典
古
代
キ
ュ
レ
ナ
イ
カ
史
の
展
開
軸
の
一
つ
を
な
し
た
の
で
（
5
）
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ギ
リ
シ
ア
系
植
民
市
に
お
け
る
対
先
住
民
関
係
を
扱
お
う
と
す
る
研
究
者
が
し
ば
し
ば
遭
遇
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
文
献
や
碑
文
に
残
さ
れ
た
知
見
は
政
治
的
・
軍
事
的
な
輪
郭
を
と
ど
め
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
社
会
・
経
済
面
で
の
交
渉
の
詳
細
を
う
か
が
う
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
こ
う
し
た
史
料
的
制
約
を
補
う
意
味
で
、
ζ
器
ω
o
p
等
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
リ
ビ
コ
・
ベ
ル
ベ
ル
系
人
名
に
関
す
る
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
の
、
情
報
源
と
し
て
の
有
効
性
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
本
稿
は
、
い
胃
o
巳
⑩
、
ζ
㊤
ω
ω
8
の
諸
研
究
と
、
近
年
宰
器
霞
等
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
キ
ュ
レ
ナ
イ
カ
人
名
辞
典
に
基
づ
く
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
デ
ー
タ
に
依
拠
し
な
が
ら
、
キ
ュ
レ
ネ
の
寡
頭
政
を
支
え
た
社
会
層
と
リ
ビ
プレ・ローマ期キュレネの有力家族とリビア人23
ア
人
と
の
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
注
目
ざ
れ
て
こ
な
か
っ
た
関
係
の
一
端
に
光
を
当
て
、
プ
レ
・
ロ
ー
マ
期
キ
ュ
レ
ネ
史
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
な
お
、
人
名
デ
ー
タ
、
特
に
公
職
者
の
デ
ー
タ
が
前
四
世
紀
前
後
に
偏
在
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
の
検
討
は
と
り
あ
え
ず
こ
の
時
期
を
中
心
と
し
た
共
時
的
な
視
角
か
ら
行
わ
れ
る
。
　
キ
ュ
レ
ネ
の
寡
頭
政
と
は
ど
の
よ
う
な
具
体
相
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
目
を
引
く
の
は
、
ポ
リ
ス
の
主
要
な
公
職
に
お
い
て
、
比
較
的
限
ら
れ
た
数
の
家
族
集
団
が
高
い
比
重
を
占
め
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
前
四
世
紀
に
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
キ
ュ
レ
ネ
の
公
職
と
し
て
は
、
エ
フ
ォ
ロ
イ
、
ノ
モ
フ
ユ
ラ
ケ
ス
、
ノ
モ
テ
タ
イ
、
デ
ー
ミ
ウ
ル
ゴ
イ
、
ア
ポ
ロ
ン
神
官
、
テ
レ
ス
フ
ォ
ロ
イ
の
他
に
、
ス
ト
ラ
テ
ゴ
イ
、
四
頭
立
て
戦
車
隊
長
（N
庶
E
ミ
O
ハ
N
亀
b
ミ
肉
e
ヒ
）
、
一
頭
立
て
戦
車
隊
長
（
N
o
k
ミ
O
ハ
鳶
ミ
冒
§
e
ヒ
）
、
歩
兵
隊
長
（
淘
o
k
ミ
曾
鳶
へ
e
で
）
、
ペ
ル
タ
ス
タ
イ
の
隊
長
（
N
o
殺
ミ
曾
蕊
淘
ミ
q
＆
℃
）
、
三
百
人
隊
長
（
N
b
§
き
R
N
臨
b
N
§
）
と
い
う
一
連
の
軍
事
的
な
公
職
が
挙
げ
ら
れ
る
。
キ
ュ
レ
ネ
の
エ
フ
ォ
ロ
イ
職
は
、
お
そ
ら
く
テ
ラ
を
経
由
し
て
ス
パ
ル
タ
に
起
原
を
持
つ
も
の
で
、
王
政
期
に
は
王
の
司
法
権
の
一
部
を
管
掌
し
て
い
た
が
、
前
六
世
紀
の
デ
モ
ナ
ク
ス
の
改
革
以
降
国
家
の
最
高
役
人
と
な
っ
た
。
ノ
モ
フ
ユ
ラ
ケ
ス
と
ス
ト
ラ
テ
ゴ
イ
は
、
デ
モ
ナ
ク
ス
改
革
に
際
し
て
、
エ
フ
ォ
ロ
イ
と
共
に
、
従
来
王
に
属
し
た
政
務
・
司
法
・
軍
事
の
権
限
を
継
承
し
て
あ
ら
た
に
設
置
さ
れ
た
公
職
で
あ
る
。
デ
ー
ミ
ウ
ル
ゴ
イ
は
、
前
五
世
紀
中
頃
の
王
政
崩
壊
後
に
王
の
テ
メ
ノ
ス
が
ア
ポ
ロ
ン
神
殿
領
と
し
て
ポ
リ
ス
の
管
轄
下
に
移
さ
れ
る
と
土
ハ
に
、
そ
の
管
理
・
運
営
を
司
る
よ
う
に
な
っ
た
公
職
で
あ
る
。
キ
ュ
レ
ネ
の
紀
年
の
公
職
で
あ
る
ア
ポ
ロ
ン
神
官
は
、
や
は
り
王
政
崩
壊
後
に
王
の
祭
祀
権
を
継
承
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
テ
レ
ス
フ
ォ
ロ
イ
は
、
王
政
期
に
さ
か
の
ぼ
る
ア
ポ
ロ
ン
の
祭
儀
で
あ
る
テ
レ
ス
フ
ォ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
＞
リ
ア
祭
に
関
係
す
る
神
官
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
　
具
体
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
エ
フ
ォ
ロ
イ
、
ノ
モ
フ
ユ
ラ
ケ
ス
、
デ
ー
ミ
ウ
ル
ゴ
イ
、
ア
ポ
ロ
ン
神
官
、
ス
ト
ラ
テ
ゴ
イ
と
い
う
主
要
な
五
つ
の
公
職
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。
検
討
方
法
と
し
て
は
、
前
四
世
紀
の
人
名
サ
ン
プ
ル
全
体
の
中
で
、
当
該
公
職
者
ま
た
は
そ
の
父
親
と
同
名
の
人
物
が
、
上
掲
の
い
ず
れ
か
の
公
職
に
あ
る
確
率
を
算
定
し
た
。
小
数
点
以
下
は
四
捨
五
入
し
た
。
前
四
世
紀
に
お
い
て
エ
フ
ォ
ロ
イ
は
四
名
が
知
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
く
前
四
世
紀
に
属
す
る
同
名
の
人
物
の
う
ち
五
四
％
が
公
職
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
エ
フ
ォ
ロ
イ
の
父
親
と
同
名
の
人
物
の
う
ち
六
七
％
が
同
様
に
公
職
者
で
あ
っ
た
。
ノ
モ
フ
ユ
ラ
ケ
ス
は
九
名
で
、
同
名
の
人
物
の
う
ち
三
四
％
が
公
職
者
で
あ
り
父
親
の
場
合
は
二
％
で
あ
っ
た
。
デ
ー
ミ
ウ
ル
ゴ
イ
は
二
一
名
が
検
出
さ
れ
、
本
人
お
よ
び
父
親
の
同
名
人
物
の
公
職
在
任
率
は
そ
れ
ぞ
れ
三
五
％
、
二
一
％
で
あ
っ
た
。
ア
ポ
ロ
ン
神
官
は
一
三
名
が
知
ら
れ
て
お
り
、
本
人
お
よ
び
父
親
の
同
名
入
の
公
職
在
任
率
は
共
に
三
二
％
で
あ
っ
た
。
ス
ト
ラ
テ
ゴ
イ
は
二
五
名
、
本
人
お
よ
び
父
親
の
同
名
人
の
公
職
在
任
率
は
二
三
％
、
三
一
％
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
か
つ
て
の
王
の
権
限
を
継
承
し
た
高
位
公
職
者
に
関
し
て
い
え
ば
、
同
名
の
人
物
が
同
種
の
公
職
あ
る
い
は
上
記
五
つ
の
主
要
な
軍
事
的
公
職
に
あ
る
確
率
は
平
均
三
六
％
、
そ
の
父
親
の
場
合
は
三
一
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
検
討
結
果
は
、
キ
ュ
レ
ネ
の
公
職
が
一
定
範
囲
の
名
の
保
持
者
に
24
よ
っ
て
集
中
的
に
担
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
こ
う
し
た
特
定
の
人
名
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
公
職
寡
占
状
態
は
、
サ
ン
プ
ル
の
年
代
と
出
現
頻
度
を
基
礎
と
し
て
個
々
の
人
名
を
相
互
に
関
連
づ
け
、
家
族
・
親
族
関
係
の
復
元
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幾
つ
か
の
名
を
指
標
と
す
る
家
族
集
団
に
よ
る
ポ
リ
ス
支
配
の
一
断
面
と
し
て
の
様
相
を
あ
ら
わ
し
て
く
る
。
こ
こ
で
は
、
碑
文
や
文
献
か
ら
だ
け
で
な
く
、
考
古
学
的
に
も
そ
の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
家
の
ケ
ー
ス
を
と
り
あ
げ
る
。
シ
ュ
ル
テ
ィ
ス
湾
岸
の
リ
ビ
ア
系
部
族
マ
カ
イ
と
ナ
サ
モ
ネ
ス
に
対
す
る
前
三
三
〇
年
頃
の
戦
勝
記
念
碑
に
名
を
連
ね
る
ス
ト
ラ
テ
ゴ
イ
の
一
人
と
し
て
、
テ
ウ
ク
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
ス
ト
ス
の
子
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
と
い
う
人
物
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
の
父
親
で
あ
る
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
は
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
が
前
三
〇
〇
年
の
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
に
お
け
る
ρ
口
巴
ユ
σ
q
陣
競
技
の
優
勝
者
と
し
て
言
及
し
て
い
る
同
名
の
人
物
の
祖
父
で
あ
り
、
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
た
る
彼
自
身
は
こ
の
人
物
の
父
親
と
思
わ
れ
る
。
祖
父
の
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
は
前
三
六
〇
年
頃
、
や
り
は
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
の
ρ
仁
四
脅
お
㊤
競
技
に
優
勝
し
た
人
物
と
考
え
ら
れ
、
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
の
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
自
身
も
ピ
ュ
テ
ィ
ア
祭
の
ρ
轟
α
艮
σ
q
㊤
競
技
に
優
勝
し
た
経
験
　
　
　
　
（
9
V
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
前
三
四
五
年
頃
に
は
歩
兵
隊
長
と
し
て
、
前
三
二
一
年
に
公
布
さ
れ
た
b
貯
晦
養
ミ
§
9
に
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
と
し
て
姿
を
見
せ
る
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
の
子
エ
ウ
ク
レ
ス
は
、
前
三
六
〇
年
の
ρ
口
p
α
ユ
σ
q
堕
競
技
の
優
勝
者
で
あ
っ
た
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
の
子
で
あ
り
、
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
た
る
ム
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
0
）
サ
ル
コ
ス
の
兄
弟
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
前
三
世
紀
後
半
に
は
、
ア
ポ
ロ
ン
神
官
職
に
あ
っ
た
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
の
子
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
と
い
う
者
が
知
ら
れ
て
い
て
、
彼
は
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
で
あ
っ
た
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
の
孫
で
あ
　
　
（
1
1
）
る
ら
し
い
。
　
さ
ら
に
、
キ
ュ
レ
ネ
の
北
の
ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス
で
は
、
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
と
い
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
名
が
頻
出
す
る
七
つ
の
墓
碑
銘
を
伴
う
家
族
墓
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
台
地
崖
に
掘
り
込
ま
れ
た
ヒ
ュ
ポ
ガ
イ
ア
式
の
墳
墓
で
あ
る
こ
の
墓
所
は
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
の
点
で
、
広
大
な
キ
ュ
レ
ネ
の
ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
中
で
他
を
圧
し
て
い
る
。
墳
墓
全
体
の
幅
は
一
四
・
八
五
メ
ー
ト
ル
、
フ
ァ
サ
ー
ド
に
は
三
段
の
ク
レ
ピ
ス
の
上
に
両
翼
に
埋
め
込
ま
れ
た
二
本
を
含
む
高
さ
四
・
三
三
メ
ー
ト
ル
の
八
本
の
円
柱
を
持
つ
。
こ
の
円
柱
が
支
え
る
ト
リ
グ
リ
ュ
フ
ォ
ス
と
メ
ト
ペ
を
含
む
全
体
の
高
さ
は
七
・
六
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
フ
ァ
サ
ー
ド
の
奥
行
き
は
三
・
一
八
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
前
面
の
壁
に
は
墓
室
へ
通
じ
る
三
つ
の
開
口
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
部
が
も
う
け
ら
れ
て
い
る
。
墓
碑
銘
の
う
ち
最
も
古
い
の
は
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
の
子
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
の
も
の
で
、
こ
の
人
物
は
前
出
の
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
か
、
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
る
い
は
ア
ポ
ロ
ン
神
官
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
年
代
的
に
や
や
下
っ
て
、
い
ず
れ
も
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
と
い
う
父
親
名
を
持
つ
エ
ウ
ク
レ
ス
、
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
、
メ
ゴ
イ
、
フ
ィ
ロ
ン
と
い
う
四
名
の
墓
碑
銘
が
続
く
。
彼
ら
は
、
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
ま
た
は
ア
ポ
ロ
ン
神
官
の
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
の
子
供
た
ち
と
み
ら
〔
1
5
）
れ
る
。
　
以
上
を
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
家
の
中
核
的
な
メ
ン
バ
ー
と
す
れ
ば
、
そ
の
周
辺
に
は
さ
ら
に
、
こ
の
家
の
親
族
と
目
さ
れ
る
人
々
が
蝟
集
し
て
い
る
。
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
と
い
う
名
を
め
ぐ
っ
て
は
、
b
貯
恥
ミ
ミ
ミ
貸
に
現
れ
る
ス
ト
ラ
テ
ゴ
イ
の
一
人
と
し
て
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
の
子
カ
リ
ス
、
前
五
世
紀
末
の
軍
事
的
公
職
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
＞
と
し
て
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
の
子
ク
レ
ウ
ゲ
ネ
ス
と
い
う
人
物
が
知
ら
れ
て
い
る
。
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
と
い
う
名
と
の
関
連
で
は
、
前
四
世
紀
中
葉
の
軍
事
的
公
職
者
の
一
人
と
し
て
メ
ラ
ニ
ッ
ポ
ス
の
子
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
、
同
じ
史
料
中
に
や
は
り
軍
事
的
公
職
者
と
し
て
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
の
子
カ
ル
ニ
ス
、
前
三
四
五
年
25　プレ・ローマ期キュレネの有力家族とリビァ人
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頃
の
歩
兵
隊
長
と
し
て
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
の
子
ダ
レ
イ
オ
ン
、
同
じ
史
料
中
に
四
頭
立
て
戦
車
隊
長
と
し
て
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
の
子
プ
ラ
ク
シ
ス
、
前
三
三
〇
年
頃
の
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
と
し
て
ポ
リ
ュ
テ
ィ
モ
ス
の
子
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
、
そ
し
て
前
四
世
紀
の
デ
ー
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
と
し
て
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
と
い
っ
た
人
々
　
　
　
　
（
1
7
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ダ
レ
イ
オ
ン
と
プ
ラ
ク
シ
ス
は
同
世
代
に
属
す
る
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
、
お
そ
ら
く
兄
弟
で
あ
る
（
系
図
一
）
。
　
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
家
は
、
キ
ュ
レ
ネ
の
有
力
家
族
集
団
の
権
力
の
特
徴
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
系
譜
は
前
四
世
紀
半
ば
か
ら
前
三
世
紀
半
ば
ま
で
三
～
26
四
世
代
、
ほ
ぼ
百
年
に
わ
た
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
お
そ
ら
く
二
世
代
に
わ
た
っ
て
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
、
ア
ポ
ロ
ン
神
官
と
い
う
ポ
リ
ス
の
高
位
公
職
者
を
輩
出
さ
せ
、
歩
兵
隊
長
か
ら
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
ま
で
軍
歴
を
登
り
詰
め
た
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
の
子
エ
ウ
ク
レ
ス
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
軍
事
的
公
職
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
一
族
に
は
軍
職
に
就
い
た
者
が
多
い
。
ま
た
、
彼
ら
は
代
々
ウ
マ
と
戦
車
の
扱
い
に
長
け
て
い
た
。
さ
ら
に
、
彼
ら
は
、
三
世
代
に
わ
た
っ
て
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
・
ピ
ュ
テ
ィ
ア
祭
の
ρ
⊆
p
曾
お
鋤
競
技
に
出
場
し
、
豪
壮
な
墓
所
を
営
む
に
た
る
巨
大
な
財
力
の
持
ち
主
で
も
あ
っ
た
。
　
ロ
　
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
家
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
ポ
リ
ス
の
軍
事
部
門
に
お
け
る
車
越
し
た
役
割
は
、
キ
ュ
レ
ネ
の
有
力
家
族
の
重
要
な
権
力
基
盤
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
、
リ
ビ
ア
系
諸
部
族
と
境
を
接
す
る
植
民
市
キ
ュ
レ
ネ
が
置
か
れ
て
い
た
、
独
自
の
軍
事
的
環
境
が
関
係
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
前
六
世
紀
半
ば
、
ア
ル
ケ
シ
ラ
オ
ス
ニ
世
睡
下
の
キ
ュ
レ
ネ
軍
が
リ
ビ
ア
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
に
大
敗
を
喫
し
、
重
装
歩
兵
七
〇
〇
〇
を
喪
う
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
前
四
世
紀
キ
ュ
レ
ネ
の
軍
制
の
特
徴
を
理
解
す
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ク
セ
ル
ク
セ
ス
の
遠
征
軍
に
参
加
し
た
リ
ビ
ア
人
部
隊
に
関
す
る
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
リ
ビ
ア
人
は
軽
装
歩
兵
と
戦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
車
を
主
力
と
す
る
軍
事
編
成
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
鈍
重
な
重
装
歩
兵
か
ら
な
る
キ
ュ
レ
ネ
軍
は
高
い
機
動
性
を
持
つ
リ
ビ
ア
軍
を
捕
捉
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
逆
に
戦
列
の
側
面
が
暴
露
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
キ
ュ
レ
ナ
イ
カ
内
陸
部
の
広
大
な
ス
テ
ッ
プ
へ
誘
い
込
ま
れ
て
包
囲
蛾
滅
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
本
土
で
は
威
力
を
発
揮
し
た
重
装
歩
兵
戦
術
は
、
キ
ュ
レ
ナ
イ
カ
の
大
平
原
を
舞
台
と
す
る
リ
ビ
ア
人
と
の
戦
い
に
は
有
効
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
前
四
世
紀
の
キ
ュ
レ
ネ
軍
の
編
成
に
は
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
戦
訓
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
キ
ュ
レ
ネ
の
軍
制
に
お
け
る
伝
統
的
な
重
装
歩
兵
部
隊
の
ウ
エ
ー
ト
は
、
同
時
代
の
ギ
リ
シ
ア
諸
国
に
比
べ
て
相
対
的
に
低
く
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
前
四
世
紀
後
半
に
起
こ
っ
た
テ
ィ
ブ
ロ
ン
の
キ
ュ
レ
ナ
イ
カ
侵
入
に
際
し
て
、
キ
ュ
レ
ネ
軍
は
二
度
に
わ
た
っ
て
テ
ィ
ブ
ロ
ン
軍
に
大
敗
を
喫
し
た
。
こ
の
事
実
は
、
キ
ュ
レ
ネ
軍
の
重
装
歩
兵
部
隊
が
比
較
的
弱
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
と
い
う
の
は
、
タ
イ
ナ
ロ
ン
な
ど
で
徴
募
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ア
人
傭
兵
か
ら
な
る
テ
ィ
ブ
ロ
ン
軍
は
、
お
そ
ら
く
古
典
期
よ
り
も
軽
装
備
に
な
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
重
装
歩
兵
を
主
力
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
　
　
　
　
（
2
0
）
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
キ
ュ
レ
ネ
の
軍
隊
の
中
核
を
な
し
た
の
は
、
騎
兵
や
戦
車
、
軽
装
歩
兵
な
ど
の
機
動
力
の
高
い
兵
種
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
の
は
、
一
連
の
軍
事
的
公
職
者
の
名
簿
で
あ
る
。
名
簿
の
頂
点
に
ス
ト
ラ
テ
ゴ
イ
が
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
以
下
に
続
く
名
簿
上
の
序
列
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
事
的
公
職
の
キ
ュ
レ
ネ
軍
に
お
け
る
序
列
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ス
ト
ラ
テ
ゴ
イ
に
次
ぐ
の
は
、
ま
ず
四
頭
立
て
戦
車
隊
長
で
、
以
下
一
頭
立
て
戦
車
隊
長
、
三
百
人
隊
長
、
歩
兵
隊
長
、
三
百
人
隊
と
共
に
戦
う
ペ
ル
タ
ス
タ
イ
の
隊
長
、
投
槍
兵
（
ミ
ミ
袋
q
N
ミ
）
の
隊
長
、
四
頭
立
て
戦
車
隊
と
共
に
戦
う
ペ
ル
タ
ス
タ
イ
の
隊
長
、
戦
車
搭
乗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
戦
闘
員
（
建
b
食
h
欝
§
）
の
隊
長
と
続
く
。
キ
ュ
レ
ネ
に
お
け
る
三
百
人
隊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
と
は
、
ヘ
シ
ュ
キ
オ
ス
に
よ
れ
ば
エ
フ
ェ
ー
ボ
イ
部
隊
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
戦
車
隊
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
四
頭
立
て
戦
車
隊
と
同
様
に
軽
装
歩
兵
で
あ
プレ・ローマ期キュレネの有力家族とリビァ人27
る
ペ
ル
タ
ス
タ
イ
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
歩
兵
で
は
な
く
、
軽
装
兵
の
支
援
を
受
け
た
騎
兵
部
隊
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
騎
兵
隊
に
警
ミ
ー
§
ミ
あ
る
い
は
甘
§
o
窃
b
曾
9
§
N
9
と
呼
ば
れ
る
軽
装
兵
を
組
み
合
わ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
た
編
成
の
事
例
は
、
前
五
～
四
世
紀
に
は
ギ
リ
シ
ア
各
地
に
み
ら
れ
る
。
前
三
〇
八
年
の
オ
フ
ェ
ラ
ー
ス
に
よ
る
カ
ル
タ
ゴ
遠
征
に
は
六
〇
〇
の
騎
兵
が
参
加
（
2
4
）
し
た
。
　
キ
ュ
レ
ネ
の
軍
制
に
み
ら
れ
る
最
大
の
特
徴
は
、
戦
車
が
軍
事
的
重
要
性
を
失
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
ギ
リ
シ
ア
諸
国
に
お
い
て
戦
車
が
軍
事
的
に
は
全
く
意
義
を
失
い
、
騎
兵
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
て
い
た
前
四
世
紀
と
い
う
時
期
に
、
キ
ュ
レ
ネ
人
が
依
然
と
し
て
戦
車
を
実
戦
に
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
、
複
数
の
同
時
代
史
料
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
デ
ィ
オ
ド
ロ
ス
に
よ
れ
ば
、
テ
ィ
ブ
ロ
ン
は
講
和
条
件
の
一
つ
と
し
て
戦
車
部
隊
の
提
供
を
要
求
し
て
お
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
オ
フ
ェ
ラ
ー
ス
の
カ
ル
タ
ゴ
遠
征
軍
に
は
一
〇
〇
台
の
戦
車
が
従
軍
し
て
い
た
。
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
は
、
キ
ュ
レ
ネ
に
お
け
る
戦
車
の
運
用
方
法
を
「
か
つ
て
ト
ロ
イ
ア
人
の
も
の
で
あ
っ
た
戦
車
術
（
N
曽
…
…
6
b
e
ミ
せ
窃
§
b
瓢
遷
§
も
O
㌣
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
魅
。
・
隠
o
貯
ミ
）
」
と
類
似
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
古
典
期
の
ギ
リ
シ
ア
人
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
ホ
メ
ロ
ス
時
代
の
戦
車
の
運
用
法
と
は
、
エ
ジ
プ
ト
や
ヒ
ッ
タ
イ
ト
な
ど
の
オ
リ
エ
ン
ト
諸
国
に
お
け
る
そ
れ
と
は
違
っ
て
車
上
か
ら
弓
矢
や
槍
で
戦
う
も
の
で
は
な
く
、
戦
車
は
単
に
兵
士
を
戦
場
ま
で
運
ぶ
、
ま
た
は
撤
退
の
際
や
負
傷
の
際
に
兵
士
を
戦
場
か
ら
離
脱
さ
せ
る
た
め
の
輸
送
手
段
で
　
　
　
　
（
2
7
）
し
か
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
ア
イ
ネ
イ
ア
ス
の
記
事
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
キ
ュ
レ
ネ
人
は
戦
車
に
重
装
歩
兵
を
搭
乗
さ
せ
て
戦
場
ま
で
運
び
、
こ
の
重
装
歩
兵
は
戦
場
に
着
く
と
戦
車
か
ら
降
り
て
戦
っ
た
。
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
8
）
た
、
兵
士
が
負
傷
す
る
と
、
再
び
戦
車
に
乗
せ
て
後
方
へ
運
び
去
っ
た
と
い
う
。
同
じ
く
ア
イ
ネ
イ
ア
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
戦
車
部
隊
の
行
動
を
さ
ら
に
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
易
に
す
る
た
め
に
、
車
行
の
可
能
な
道
路
網
の
整
備
が
進
ん
で
い
た
ら
し
い
。
か
つ
て
キ
ュ
レ
ネ
領
が
広
が
っ
て
い
た
ア
フ
ダ
ル
山
地
一
帯
で
は
、
今
日
な
お
、
轍
に
よ
っ
て
そ
れ
と
識
別
で
き
る
古
代
の
道
路
の
痕
跡
が
縦
横
に
走
っ
て
い
る
の
が
観
察
さ
れ
る
。
轍
の
幅
が
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
車
両
交
通
の
便
宜
を
は
か
っ
て
意
図
的
に
掘
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
車
両
交
通
を
前
提
と
す
る
道
路
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
存
在
　
　
　
　
　
（
3
0
）
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
う
し
た
考
古
学
的
知
見
は
、
ア
イ
ネ
イ
ア
ス
の
記
事
と
符
合
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
キ
ュ
レ
ネ
の
戦
車
隊
と
は
、
一
～
二
頭
ま
た
は
四
頭
の
ウ
マ
に
牽
か
せ
た
戦
車
に
重
装
歩
兵
を
搭
載
し
て
高
い
機
動
力
を
持
た
せ
た
兵
種
で
あ
っ
た
。
全
体
の
兵
力
は
不
明
だ
が
、
オ
フ
ェ
ラ
ー
ス
鷹
下
の
一
〇
〇
台
の
戦
車
に
乗
り
組
ん
だ
兵
士
は
三
〇
〇
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
御
者
を
除
け
ば
重
装
歩
兵
の
兵
力
は
二
〇
〇
人
と
推
定
で
き
る
。
軍
事
的
公
職
者
名
簿
の
中
で
四
頭
立
て
戦
車
隊
長
と
一
頭
立
て
戦
車
隊
長
は
ス
ト
ラ
テ
ゴ
イ
に
次
ぐ
序
列
を
占
め
て
お
り
、
戦
車
隊
が
キ
ュ
レ
ネ
の
軍
制
の
中
で
極
め
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
は
戦
車
隊
を
構
成
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
た
兵
士
が
キ
ュ
レ
ネ
軍
の
最
精
鋭
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
キ
ュ
レ
ネ
軍
の
中
核
と
い
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
戦
車
隊
は
、
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
家
に
代
表
さ
れ
る
有
力
な
家
族
集
団
の
強
い
影
響
下
に
置
か
れ
て
い
た
ら
し
い
。
上
述
の
よ
う
に
、
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
家
の
一
族
に
は
、
四
頭
立
て
戦
車
隊
長
の
地
位
に
あ
る
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
の
子
プ
ラ
ク
シ
ス
と
い
う
人
物
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
前
四
世
紀
の
四
人
の
一
頭
立
て
戦
車
隊
長
の
一
人
で
あ
る
ス
ト
ラ
ト
ン
の
父
親
名
カ
ル
ニ
ス
は
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
軍
事
的
公
職
者
名
簿
に
現
れ
る
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
の
子
カ
ル
ニ
ス
と
い
う
人
物
を
通
じ
て
、
ム
ナ
28
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（
3
3
）
サ
ル
コ
ス
家
に
特
徴
的
な
名
で
あ
る
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
に
関
係
し
て
い
る
。
戦
車
隊
指
揮
官
職
と
有
力
家
族
集
団
と
の
類
似
の
関
係
は
、
前
三
三
〇
年
頃
四
頭
立
て
戦
車
隊
長
の
地
位
に
あ
っ
た
エ
ウ
ク
レ
イ
ダ
ス
の
子
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
に
関
し
て
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
の
父
親
名
エ
ウ
ク
レ
イ
ダ
ス
は
前
四
世
紀
に
は
五
例
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
の
父
親
を
含
む
三
例
は
年
代
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
の
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
同
じ
碑
文
に
は
エ
ウ
ク
レ
イ
ダ
ス
の
子
パ
ラ
イ
バ
タ
ス
と
い
う
人
物
が
、
ま
た
、
b
言
恥
養
§
§
9
に
は
エ
ウ
ク
レ
イ
ダ
ス
の
子
ポ
リ
ア
ン
テ
ス
と
い
う
人
物
が
、
い
ず
れ
も
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
と
し
て
現
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
い
胃
o
づ
匹
①
は
こ
の
三
名
を
兄
弟
と
み
る
。
エ
ウ
ク
レ
イ
ダ
ス
の
子
パ
ラ
イ
バ
タ
ス
に
関
連
し
て
は
、
前
四
世
紀
に
パ
ラ
イ
バ
タ
ス
の
子
エ
ウ
ク
レ
イ
ダ
ス
と
い
う
ア
ポ
ロ
ン
神
官
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
名
の
組
み
合
わ
せ
に
は
類
例
が
な
い
の
で
、
い
胃
o
a
Φ
が
字
体
か
ら
想
定
す
る
よ
う
に
ア
ポ
ロ
ン
神
官
を
前
四
世
紀
の
中
葉
に
お
く
な
ら
ば
、
パ
ラ
イ
バ
タ
ス
・
エ
ウ
ク
レ
イ
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
ス
・
パ
ラ
イ
バ
タ
ス
と
い
う
直
系
の
親
族
関
係
が
復
元
で
き
る
。
さ
ら
に
、
パ
ラ
イ
バ
タ
ス
、
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
と
い
う
二
つ
の
名
か
ら
は
、
前
三
四
五
年
頃
に
は
三
百
人
隊
長
の
職
に
あ
り
、
前
三
四
〇
年
頃
に
ス
ト
ラ
テ
ゲ
イ
オ
ン
を
奉
納
し
た
三
名
の
ス
ト
ラ
テ
ゴ
イ
の
一
人
と
し
て
姿
を
見
せ
る
パ
ラ
イ
バ
タ
ス
の
子
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
と
い
う
人
物
と
の
関
連
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
彼
は
ア
ポ
ロ
ン
神
官
の
エ
ウ
ク
レ
イ
ダ
ス
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
人
々
で
あ
り
、
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
の
兄
弟
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
系
図
二
）
。
前
四
世
紀
に
お
け
る
一
七
名
の
四
頭
立
て
戦
車
隊
長
の
う
ち
、
本
人
ま
た
は
父
親
の
名
が
、
ア
ポ
ロ
ン
神
官
か
ら
デ
ー
ミ
ウ
ル
ゴ
イ
に
い
た
る
高
位
公
職
者
の
名
と
一
致
す
る
事
例
は
八
例
、
一
頭
立
て
戦
車
隊
長
の
場
合
は
四
例
中
一
例
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
プレ・ローマ期キュレネの有力家族とリビア人29
知
見
は
、
戦
車
隊
指
揮
官
が
ポ
リ
ス
の
高
位
公
職
者
と
重
複
す
る
母
集
団
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
戦
車
と
キ
ュ
レ
ネ
の
有
力
家
族
と
の
関
係
は
、
さ
ら
に
、
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
の
ρ
口
p
。
自
二
閃
国
競
技
に
お
け
る
キ
ュ
レ
ネ
人
優
勝
者
の
顔
ぶ
れ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
典
型
と
い
う
べ
き
な
の
が
、
父
祖
三
代
に
わ
た
っ
て
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
、
ピ
ュ
テ
ィ
ア
祭
で
の
優
勝
者
を
輩
出
さ
せ
た
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
家
で
あ
る
、
前
四
世
紀
に
は
、
他
に
二
名
の
キ
ュ
レ
ネ
人
が
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
ρ
話
曾
お
p
競
技
優
勝
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
前
三
八
八
年
の
優
勝
者
と
思
わ
れ
る
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
も
ま
た
、
次
章
で
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
家
に
類
す
る
特
徴
を
備
え
た
家
族
集
団
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
三
六
四
年
の
ρ
岳
曾
茜
卑
競
技
優
勝
者
で
あ
り
、
前
四
〇
八
年
の
ス
ダ
デ
ィ
オ
ン
競
技
の
優
勝
者
と
同
一
人
物
と
み
ら
れ
る
エ
ウ
バ
タ
ス
と
い
う
名
の
事
例
は
、
前
四
世
紀
に
は
四
例
の
み
で
あ
る
た
め
、
前
三
四
五
年
頃
の
三
百
人
隊
長
で
あ
る
エ
ウ
バ
タ
ス
の
子
ヘ
ー
リ
ロ
コ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
は
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
優
勝
者
の
息
子
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
二
　
現
存
す
る
キ
ュ
レ
ネ
の
公
職
者
の
間
に
リ
ビ
コ
・
ベ
ル
ベ
ル
系
の
名
を
持
つ
者
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
キ
ュ
レ
ネ
の
公
職
に
お
い
て
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
た
諸
家
族
と
キ
ュ
レ
ネ
領
内
外
に
住
む
リ
ビ
ア
系
住
民
と
の
間
に
何
ら
か
の
結
び
つ
き
が
存
在
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
　
前
四
世
紀
の
史
料
か
ら
抽
出
さ
れ
る
七
例
の
リ
ビ
ア
名
の
う
ち
、
史
料
的
に
最
も
恵
ま
れ
て
い
る
の
は
、
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
（
》
ミ
ミ
e
・
黛
ハ
）
の
ケ
ー
ス
で
あ
（
3
9
V
る
。
キ
ュ
レ
ナ
イ
カ
に
お
い
て
の
み
知
ら
れ
て
い
る
こ
の
名
の
事
例
総
数
は
一
二
、
う
ち
七
例
が
前
四
世
紀
に
属
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
六
例
が
高
位
公
職
者
ま
た
は
そ
の
父
親
で
あ
っ
た
。
こ
の
名
の
保
持
者
の
中
で
最
も
著
名
な
の
は
、
前
出
の
前
三
八
八
年
の
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
に
お
け
る
ρ
二
巴
昌
の
㊤
競
技
の
優
勝
者
と
目
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、
プ
ラ
ト
ン
が
シ
ケ
リ
ア
か
ら
の
帰
路
ア
イ
ギ
ナ
で
奴
隷
と
し
て
売
却
さ
れ
か
か
っ
た
際
に
、
二
〇
ま
た
は
三
〇
ム
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
の
身
代
金
を
支
払
っ
て
プ
ラ
ト
ン
を
救
っ
た
と
さ
れ
る
。
自
分
の
戦
車
の
轍
を
踏
み
外
す
こ
と
な
く
ア
カ
デ
メ
イ
ア
の
周
囲
を
何
度
も
回
る
と
い
う
絶
妙
の
戦
車
操
縦
術
を
誇
っ
て
プ
ラ
ト
ン
に
た
し
な
め
ら
れ
た
キ
ュ
レ
ネ
人
ア
ン
ニ
ケ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
ス
は
、
同
一
人
物
と
み
ら
れ
る
。
ア
イ
ギ
ナ
に
お
け
る
プ
ラ
ト
ン
の
遭
難
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
信
愚
性
を
疑
問
視
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
プ
ラ
ト
ン
を
救
っ
た
キ
ュ
レ
ネ
人
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
物
が
実
在
し
た
こ
と
は
確
実
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
の
子
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
と
同
じ
く
、
富
裕
で
、
ウ
マ
と
戦
車
の
扱
い
に
熟
練
し
た
キ
ュ
レ
ネ
貴
族
の
典
型
的
な
人
物
像
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
こ
の
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
の
父
親
名
は
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
彼
を
め
ぐ
る
家
系
復
元
の
試
み
に
は
不
確
実
な
要
素
が
残
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
と
い
う
名
の
稀
少
性
と
年
代
的
な
近
接
性
を
も
と
に
、
か
な
り
の
蓋
然
牲
を
も
っ
て
彼
を
中
心
と
す
る
家
族
集
団
の
全
貌
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
前
四
世
紀
に
再
建
さ
れ
た
ア
ポ
ロ
ン
神
殿
の
前
門
の
ま
ぐ
さ
石
で
あ
っ
た
ら
し
い
奉
納
碑
に
名
を
残
し
て
い
る
三
名
の
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
の
一
人
と
し
て
、
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
の
子
フ
ィ
ロ
ン
と
い
う
人
物
　
　
（
4
3
）
が
現
れ
る
。
こ
の
名
は
前
四
世
紀
に
は
他
に
二
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
30
前
三
四
五
年
頃
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
軍
事
的
公
職
者
名
簿
に
は
、
い
ず
れ
も
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
の
子
で
あ
る
カ
リ
マ
コ
ス
と
フ
ィ
ロ
ン
と
い
う
二
人
の
三
百
人
隊
長
が
現
れ
る
。
後
者
は
お
そ
ら
く
上
述
の
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
と
同
一
人
物
で
あ
る
。
彼
ら
が
兄
弟
で
あ
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
が
、
さ
ら
に
年
代
的
に
み
て
、
こ
の
二
人
を
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
優
勝
者
の
息
子
と
み
る
『
胃
o
＆
①
の
推
定
は
　
　
　
　
（
4
4
）
魅
力
的
で
あ
る
。
ま
た
、
前
三
四
〇
年
頃
に
大
規
模
な
修
復
が
施
さ
れ
た
ア
ポ
ロ
ン
の
祭
壇
に
刻
ま
れ
た
奉
納
碑
文
は
、
こ
の
祭
壇
の
修
復
者
が
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
の
子
フ
ィ
ロ
ン
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。
本
人
な
ら
び
に
父
親
の
名
が
共
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
年
代
的
な
近
接
性
か
ら
、
彼
は
お
そ
ら
く
上
述
の
三
百
人
隊
長
と
同
一
人
物
で
あ
る
。
彼
が
修
復
し
た
祭
壇
は
キ
ュ
レ
ネ
中
心
市
の
西
端
に
あ
る
ア
ポ
ロ
ン
神
殿
の
東
側
正
面
に
位
置
し
て
お
り
、
長
さ
二
二
・
〇
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
・
九
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
・
九
三
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
巨
大
な
構
造
物
で
あ
る
。
フ
ィ
ロ
ン
に
よ
る
修
復
は
、
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
期
に
さ
か
の
ぼ
る
現
地
産
石
灰
岩
製
の
祭
壇
の
規
模
そ
の
も
の
に
は
変
更
を
加
え
ず
、
祭
壇
の
全
面
を
パ
ロ
ス
産
の
上
質
の
大
理
石
製
化
粧
板
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
に
よ
っ
て
覆
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
近
隣
に
大
理
石
を
産
出
し
な
い
キ
ュ
レ
ネ
は
、
彫
刻
や
建
築
用
材
と
し
て
の
大
理
石
を
全
て
海
外
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
　
　
　
（
4
6
）
て
い
た
の
で
、
パ
ロ
ス
か
ら
の
輸
送
コ
ス
ト
に
加
え
て
、
標
高
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
近
い
台
地
の
中
腹
に
位
置
す
る
中
心
市
ま
で
石
材
を
運
び
上
げ
る
経
費
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
祭
壇
修
復
事
業
は
施
主
で
あ
る
フ
ィ
ロ
ン
の
財
力
を
あ
ま
す
と
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
7
）
こ
ろ
な
く
物
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
b
貯
領
§
§
ミ
9
に
は
、
ア
ン
ニ
ケ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
V
ス
の
子
ペ
イ
タ
ゴ
ラ
ス
と
い
う
ア
ポ
ロ
ン
神
官
が
姿
を
見
せ
て
い
る
。
ア
ポ
ロ
ン
神
官
へ
の
就
任
年
齢
が
五
〇
歳
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
の
二
人
の
息
子
フ
ィ
ロ
ン
と
カ
リ
マ
コ
ス
が
三
百
人
隊
長
で
あ
っ
た
時
期
か
ら
二
四
年
程
度
隔
た
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
三
名
は
ほ
ぼ
同
世
代
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
の
で
、
彼
ら
は
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
優
勝
者
を
父
と
す
る
兄
弟
で
あ
ろ
う
。
前
四
世
紀
に
お
け
る
フ
ィ
ロ
ン
と
い
う
名
の
事
例
は
少
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
く
と
も
一
四
例
で
、
こ
の
世
紀
の
半
ば
以
降
、
四
頭
立
て
戦
車
隊
長
、
ス
ト
ラ
　
（
5
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
1
）
テ
ゴ
イ
、
ノ
モ
フ
ユ
ラ
ケ
ス
な
ど
の
公
職
に
関
係
し
て
現
れ
る
他
に
、
ア
ル
テ
ミ
ス
に
対
し
て
一
二
〇
頭
に
上
る
ウ
シ
の
供
犠
を
行
っ
た
ヘ
ル
メ
サ
ン
ド
ロ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
V
の
父
親
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
述
の
よ
う
に
、
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
家
の
墓
所
の
被
葬
者
に
も
こ
の
名
を
持
つ
者
が
あ
る
。
b
鼠
σ
q
、
9
§
言
9
に
は
、
エ
テ
ア
ル
コ
ス
の
子
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
と
い
う
人
物
が
ノ
モ
フ
ユ
ラ
ク
ス
と
し
て
姿
　
　
　
　
　
（
5
3
V
を
見
せ
て
い
る
。
エ
テ
ア
ル
コ
ス
と
い
う
名
の
前
四
世
紀
の
事
例
は
四
例
で
、
そ
の
う
ち
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
の
父
を
含
む
三
例
が
b
貯
σ
q
養
ミ
ヨ
臼
に
現
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
も
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
で
あ
る
エ
テ
ア
ル
コ
ス
の
子
カ
リ
ッ
ポ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
ス
、
テ
ウ
ド
ロ
ス
の
二
人
で
あ
る
。
ノ
モ
フ
ユ
ラ
ク
ス
の
就
任
年
齢
が
何
歳
だ
っ
た
か
は
碑
文
の
欠
損
の
た
め
に
分
か
ら
な
い
が
、
他
の
公
職
同
様
五
〇
歳
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
エ
テ
ア
ル
コ
ス
の
子
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
、
カ
リ
ッ
ボ
ス
、
テ
ウ
ド
ロ
ス
の
三
名
は
い
ず
れ
も
同
世
代
に
属
す
る
人
々
と
考
え
ら
れ
、
兄
弟
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
（
系
図
三
）
。
　
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
に
次
い
で
比
較
的
史
料
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
は
、
バ
カ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
（
C
d
9
§
N
）
と
い
う
リ
ビ
ア
名
で
あ
る
。
こ
の
名
は
前
四
世
紀
に
は
三
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。
b
貯
頓
建
ミ
§
Q
に
は
、
ノ
モ
フ
ユ
ラ
ク
ス
と
し
て
ア
イ
グ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
ノ
ー
ル
の
子
バ
カ
ル
と
い
う
者
が
現
れ
る
。
彼
は
、
お
そ
ら
く
、
デ
メ
テ
ル
神
殿
出
土
の
前
三
二
〇
年
頃
の
奉
納
像
台
座
に
奉
納
者
と
し
て
名
を
残
し
て
い
る
　
　
　
（
5
7
）
人
物
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
台
座
に
は
彼
と
土
ハ
に
ア
イ
グ
ラ
ノ
ー
ル
の
子
ア
ナ
ク
セ
ア
ス
と
い
う
人
物
が
現
れ
る
が
、
ω
ε
8
匡
は
彼
を
バ
カ
ル
の
兄
弟
プレ・ローマ期キュレネの有力家族とリビア人31
エテアルコス
テウドロス
ストラテゴス
　（321BC）
カリツボス
ストラテゴス
　（321BC）
アンニケリス
ノモフユラクス
　（321BC）
　アンニケリス
　オリュンピア祭
quadriga競技優勝者
　　（388BC）
ペイタゴラス
アポロン神官
　（321BC）
カリマコス
三百人隊長
（c．345BC）
　フィロン
三百人隊長
（c．345BC）
ストラテゴス
（前4世紀）
アポロン祭壇
　奉納者
（c．340BC）
　　　　　　　　　　　系図3
cf．　Laronde，　op．　cit．， pp．118－119
と
み
な
し
、
さ
ら
に
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
へ
の
大
理
石
製
テ
ー
ブ
ル
の
奉
納
者
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駝
）
同
名
の
人
物
と
同
一
視
し
て
い
る
。
b
旨
恥
ミ
ミ
§
Ω
に
現
れ
る
ノ
モ
テ
タ
イ
の
一
人
ア
イ
グ
ラ
ノ
ー
ル
の
子
キ
ュ
デ
ィ
マ
コ
ス
は
、
ア
イ
グ
ラ
ノ
ー
ル
の
子
バ
カ
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
ル
の
兄
弟
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
二
人
を
結
ぶ
ア
イ
グ
ラ
ノ
ー
ル
と
い
う
名
の
保
持
者
に
は
、
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
前
一
世
紀
の
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
の
廷
臣
で
あ
り
、
キ
ュ
レ
ネ
の
名
門
出
身
の
人
物
で
も
あ
っ
た
デ
メ
ト
リ
オ
ス
の
子
ア
イ
グ
ラ
ノ
　
　
　
（
6
0
V
ー
ル
が
い
る
。
前
四
世
紀
の
事
例
と
し
て
は
、
他
に
、
上
述
の
パ
ラ
イ
バ
タ
ス
の
子
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
と
共
に
ス
ト
ラ
テ
ゲ
イ
オ
ン
を
建
立
し
た
ス
ト
ラ
テ
ゴ
イ
の
一
人
と
し
て
、
バ
カ
ル
の
子
ア
リ
ス
テ
ィ
ス
と
い
う
人
物
が
知
ら
れ
て
い
る
（
系
図
（
6
1
）
四
）
。
　
ア
マ
イ
シ
ン
ナ
ス
（
》
な
§
ミ
ミ
貸
ハ
）
と
い
う
名
は
、
前
三
四
五
年
頃
の
同
一
碑
文
上
に
ア
マ
イ
シ
ン
ナ
ス
の
子
テ
ウ
ド
ロ
ス
、
ア
ナ
ク
シ
ス
の
子
ア
マ
イ
シ
ン
ナ
ス
と
い
う
二
例
が
検
出
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
32
アイグラノール
アナクシス
キュディマコス
ノモテテース
　（321BC）
アナクセアス
（c．320BC）
　　バカル
ノモフユラクス
　　（321BC）
アマイシンナス
軍事的公職者
　（c．345BC）
バカル
テウドロス
軍事的公職者
（c．345BC）
アリスティス
ストラテゴス
（c．340BC）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　系図4
cf．　Stucchi，　S．　Architetturαcireuαicα． Roma　1975，　p．90，　n，3
系図5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
6
2
）
何
ら
か
の
軍
事
的
公
職
者
で
あ
る
。
年
代
的
な
近
接
性
、
ア
マ
イ
シ
ン
ナ
ス
と
い
う
名
の
事
例
の
少
な
さ
か
ら
判
断
し
て
、
ア
ナ
ク
シ
ス
・
ア
マ
イ
シ
ン
ナ
ス
・
テ
ウ
ド
ロ
ス
と
い
う
直
系
の
親
族
関
係
が
復
元
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
テ
ウ
ド
ロ
ス
と
い
う
名
は
前
四
世
紀
に
は
七
例
が
知
ら
れ
、
そ
の
う
ち
二
人
は
世
紀
中
葉
の
名
簿
に
軍
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）
的
公
職
者
と
し
て
現
れ
る
。
b
貯
頓
、
寧
ミ
ミ
9
に
は
、
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
と
し
て
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）
ウ
ド
ロ
ス
の
子
ア
リ
ン
マ
ス
、
エ
テ
ア
ル
コ
ス
の
子
テ
ウ
ド
ロ
ス
と
い
う
二
例
が
み
ら
れ
、
そ
の
う
ち
エ
テ
ア
ル
コ
ス
の
子
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
エ
テ
ア
ル
コ
ス
の
子
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
と
の
兄
弟
関
係
が
想
定
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
（
系
図
五
）
。
　
残
る
四
つ
の
リ
ビ
ア
名
は
、
い
ず
れ
も
、
前
四
世
紀
に
は
一
つ
づ
つ
の
事
例
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
タ
バ
ル
ビ
ス
（
日
＆
食
－
N
奪
ハ
）
と
い
う
名
に
関
し
て
は
、
前
四
世
紀
の
デ
ー
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
と
し
て
タ
バ
ル
ビ
ス
の
子
ニ
コ
ス
ト
ラ
ト
ス
と
い
う
事
例
　
（
6
5
）
が
あ
る
。
関
連
名
ニ
コ
ス
ト
ラ
ト
ス
に
は
類
例
が
な
い
。
一
九
一
〇
～
一
九
＝
年
プレ・ローマ期キュレネの有力家族とリビァ人33
の
ア
メ
リ
カ
隊
に
よ
る
調
査
の
過
程
で
発
見
さ
れ
た
、
軍
事
的
公
職
者
名
簿
と
思
わ
れ
る
碑
文
断
片
に
現
れ
る
セ
メ
ル
（
図
偽
§
b
）
と
い
う
リ
ビ
ア
名
は
、
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）
四
世
紀
に
は
こ
の
一
例
の
み
で
、
父
親
名
を
欠
い
て
い
る
。
前
三
三
〇
年
頃
の
四
頭
立
て
戦
車
隊
長
と
し
て
現
れ
る
ア
イ
ア
モ
ナ
ン
（
諺
§
k
o
遷
ヒ
）
も
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）
父
親
名
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
人
的
関
連
を
復
元
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
前
三
四
五
年
頃
の
軍
事
的
公
職
者
名
簿
に
現
れ
る
ギ
ロ
ン
（
り
舞
e
t
）
の
子
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）
ム
ペ
ド
ク
レ
ス
も
ま
た
類
例
が
な
い
。
　
以
上
の
検
討
か
ら
、
そ
の
構
成
員
に
リ
ビ
ア
名
が
検
出
さ
れ
る
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
家
を
は
じ
め
と
す
る
家
族
集
団
が
、
キ
ュ
レ
ネ
の
寡
頭
体
制
を
担
っ
た
、
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
家
を
代
表
と
す
る
有
力
家
族
と
同
一
の
社
会
層
に
属
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
キ
ュ
レ
ネ
の
市
民
団
、
そ
れ
も
前
四
世
紀
前
後
の
キ
ュ
レ
ネ
に
お
い
て
と
り
わ
け
指
導
的
な
地
位
に
あ
っ
た
幾
つ
か
の
有
力
家
族
集
団
へ
の
リ
ビ
ア
的
要
素
の
浸
透
を
示
唆
す
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
に
つ
い
て
U
鷺
o
己
Φ
は
、
親
子
と
も
リ
ビ
ア
名
を
持
つ
例
は
稀
で
あ
る
こ
と
か
ら
リ
ビ
ア
人
の
市
民
団
へ
の
浸
透
は
想
定
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
リ
ビ
ア
系
人
名
の
存
在
は
混
血
か
、
あ
る
い
は
単
な
る
文
化
的
な
影
響
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
と
み
る
。
同
様
に
国
①
旨
o
己
の
は
、
リ
ビ
ア
系
人
名
自
体
か
ら
そ
の
人
名
の
保
持
者
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
オ
リ
ジ
ン
を
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
ず
、
単
に
リ
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）
ア
人
か
ら
の
何
ら
か
の
影
響
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
み
と
し
て
い
る
。
確
か
に
、
人
名
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
的
バ
イ
ア
ス
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
V
め
、
直
接
に
保
持
者
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
オ
リ
ジ
ン
を
示
す
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ギ
リ
シ
ア
人
と
非
ギ
リ
シ
ア
人
が
接
触
し
た
場
合
、
非
ギ
リ
シ
ア
人
に
は
ギ
リ
シ
ア
名
を
採
用
す
る
傾
向
が
強
い
の
に
対
し
て
、
そ
の
逆
が
稀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
全
般
的
傾
向
の
中
で
、
キ
ュ
レ
ネ
市
民
団
の
中
核
と
も
い
う
べ
き
階
層
に
少
な
か
ら
ぬ
リ
ビ
コ
・
ベ
ル
ベ
ル
系
人
名
が
検
出
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
人
側
の
異
国
趣
味
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
る
問
題
で
は
な
か
ろ
う
。
ギ
リ
シ
ア
名
の
中
に
散
在
す
る
リ
ビ
ア
名
は
氷
山
の
一
角
で
あ
り
、
水
面
下
に
は
ギ
リ
シ
ア
名
に
隠
さ
れ
て
い
る
も
の
を
も
含
め
て
、
か
な
り
広
範
な
リ
ビ
ア
系
の
血
統
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
親
子
と
も
非
ギ
リ
シ
ア
名
を
持
つ
ケ
ー
ス
お
よ
び
親
が
非
ギ
リ
シ
ア
名
で
子
が
ギ
リ
シ
ア
名
を
持
つ
ケ
ー
ス
は
、
ギ
リ
シ
ア
化
し
た
非
ギ
リ
シ
ア
系
家
族
を
、
逆
に
親
が
ギ
リ
シ
ア
名
、
子
が
非
ギ
リ
シ
ア
名
を
持
つ
ケ
ー
ス
は
、
家
族
内
に
お
け
る
非
ギ
リ
シ
ア
的
伝
統
の
存
続
ま
た
は
非
ギ
リ
シ
ア
人
と
混
血
し
た
ギ
リ
シ
ア
系
家
族
を
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）
す
と
す
る
O
卑
ω
℃
o
臣
巳
の
指
針
は
妥
当
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
と
い
う
名
は
、
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
優
勝
者
の
場
合
の
よ
う
に
三
名
の
ギ
リ
シ
ア
名
の
子
の
父
親
名
と
し
て
現
れ
る
一
方
、
前
三
二
一
年
の
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
で
あ
っ
た
エ
テ
ア
ル
コ
ス
の
子
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
の
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ア
名
の
父
親
を
持
つ
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
エ
テ
ア
ル
コ
ス
の
子
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
の
二
人
の
兄
弟
は
い
ず
れ
も
カ
リ
ッ
ボ
ス
、
テ
ウ
ド
ロ
ス
と
い
う
ギ
リ
シ
ア
名
を
持
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
バ
カ
ル
は
ノ
モ
フ
ユ
ラ
ク
ス
で
あ
っ
た
ア
イ
グ
ラ
ノ
ー
ル
の
子
の
よ
う
に
ギ
リ
シ
ア
名
の
父
親
と
、
や
は
り
ギ
リ
シ
ア
名
の
兄
弟
ア
ナ
ク
セ
ア
ス
、
キ
ュ
デ
ィ
マ
コ
ス
を
持
つ
ケ
ー
ス
が
あ
る
一
方
、
ス
ト
ラ
テ
ゲ
イ
オ
ン
の
奉
納
者
ア
リ
ス
テ
ィ
ス
と
い
う
ギ
リ
シ
ア
名
の
人
物
の
父
親
と
し
て
も
現
れ
る
。
ア
ナ
ク
シ
ス
の
子
ア
マ
イ
シ
ン
ナ
ス
の
場
合
は
、
直
系
親
族
内
で
ギ
リ
シ
ア
名
と
リ
ビ
ア
名
が
交
互
に
現
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
知
見
は
、
こ
れ
ら
の
家
族
集
団
と
リ
ビ
ア
人
と
の
、
混
血
を
含
む
複
雑
な
混
清
プ
ロ
セ
ス
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
あ
ま
つ
さ
え
、
そ
の
い
ず
れ
か
が
34
ギ
リ
シ
ア
化
し
た
リ
ビ
ア
系
の
家
族
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
　
が
ん
ら
い
、
キ
ュ
レ
ネ
の
市
民
団
は
古
典
期
の
ア
テ
ナ
イ
ほ
ど
の
閉
鎖
性
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
b
旨
恥
壼
ミ
§
Ω
冒
頭
の
市
民
資
格
に
関
す
る
条
項
は
、
大
シ
ュ
ル
テ
ィ
ス
湾
か
ら
ソ
ル
ム
湾
に
い
た
る
広
義
の
キ
ュ
レ
ナ
イ
カ
在
住
の
リ
ビ
ア
人
女
性
と
キ
ュ
レ
ネ
人
男
性
の
間
に
生
ま
れ
た
混
血
児
が
、
キ
ュ
レ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）
市
民
権
を
取
得
し
得
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
キ
ュ
レ
ネ
の
有
力
家
族
が
し
ば
し
ば
リ
ビ
ア
人
と
の
間
に
人
的
な
パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
密
接
な
血
縁
関
係
の
存
在
を
前
提
と
す
れ
ば
理
解
し
や
す
い
。
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
優
勝
者
の
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
の
子
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
は
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
が
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
で
目
に
し
た
奉
納
物
の
銘
文
に
よ
れ
ば
、
「
リ
ビ
ア
人
の
習
わ
し
に
し
た
が
っ
て
（
ミ
愚
N
O
蹄
§
S
b
“
ミ
N
o
N
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）
〉
＄
に
ミ
）
」
ウ
マ
を
飼
養
し
た
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
時
代
は
下
る
が
、
前
一
世
紀
の
デ
メ
ト
リ
オ
ス
の
子
ア
イ
グ
ラ
ノ
ー
ル
と
そ
の
娘
の
ア
レ
タ
フ
ィ
ラ
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）
の
事
例
は
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
興
味
深
い
。
プ
ル
タ
ル
コ
ス
に
よ
れ
ば
、
ア
レ
タ
フ
ィ
ラ
ー
は
そ
の
夫
と
共
に
「
高
貴
な
人
々
（
『
ヒ
e
b
軸
k
e
て
昏
虻
窃
b
e
㌣
）
」
　
　
　
〔
7
6
）
で
あ
っ
た
が
、
潜
主
と
し
て
キ
ュ
レ
ネ
の
実
権
を
握
っ
た
ニ
コ
ク
ラ
テ
ス
は
夫
を
殺
害
し
て
彼
女
を
妻
と
し
た
。
ア
レ
タ
フ
ィ
ラ
ー
は
ま
ず
ニ
コ
ク
ラ
テ
ス
の
弟
の
レ
ア
ン
ド
ロ
ス
を
使
嚇
し
て
ニ
コ
ク
ラ
テ
ス
を
殺
害
さ
せ
、
次
い
で
リ
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7
7
）
ア
人
の
有
力
者
（
窃
ミ
貸
q
§
ハ
）
で
あ
る
ア
ナ
ブ
ス
と
謀
っ
て
レ
ア
ン
ド
ロ
ス
を
倒
し
、
キ
ュ
レ
ネ
を
潜
主
政
か
ら
解
放
し
た
。
ア
レ
タ
フ
ィ
ラ
ー
は
こ
の
過
程
で
、
ア
ナ
ブ
ス
と
緊
密
に
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
こ
と
を
運
ん
だ
。
彼
女
は
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）
ず
ア
ナ
ブ
ス
を
説
い
て
キ
ュ
レ
ネ
領
を
劫
略
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
レ
ア
ン
ド
ロ
ス
に
対
し
て
は
自
ら
ア
ナ
ブ
ス
と
の
間
に
立
っ
て
仲
介
役
を
つ
と
め
る
こ
と
を
申
し
出
る
が
、
そ
の
実
、
会
談
の
場
で
レ
ア
ン
ド
ロ
ス
を
捕
ら
え
る
よ
う
、
密
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）
か
に
ア
ナ
ブ
ス
に
依
頼
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ア
レ
タ
フ
ィ
ラ
ー
の
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
は
、
彼
女
が
か
ね
て
か
ら
ア
ナ
ブ
ス
と
知
己
で
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
彼
女
が
リ
ビ
ア
人
社
会
と
の
間
に
そ
の
よ
う
な
パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
レ
ア
ン
ド
ロ
ス
と
そ
の
周
囲
の
人
々
に
と
っ
て
は
周
知
の
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
、
彼
女
の
父
親
と
み
ら
れ
る
ア
イ
グ
ラ
ノ
ー
ル
が
、
キ
ュ
レ
ネ
を
は
じ
め
と
す
る
植
民
諸
市
と
な
ら
ん
で
「
コ
ー
ラ
の
諸
エ
ト
ノ
ス
（
N
簿
嚢
罫
N
曾
k
S
b
ミ
竃
蕊
9
）
」
に
対
す
る
貢
献
に
よ
っ
て
顕
彰
さ
れ
て
い
る
事
実
と
符
合
す
る
。
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
支
配
下
の
キ
ュ
レ
ナ
イ
カ
は
、
ギ
リ
シ
ア
系
植
民
市
（
論
o
N
無
り
）
と
そ
れ
以
外
の
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）
域
（
殺
S
b
食
）
か
ら
な
る
も
の
と
観
念
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
の
a
S
ミ
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
系
植
民
諸
市
と
は
別
個
の
政
治
勢
力
で
あ
っ
た
リ
ビ
ア
系
諸
部
族
の
活
動
圏
を
指
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
顕
彰
碑
文
は
、
ア
イ
グ
ラ
ノ
ー
ル
が
、
ギ
リ
シ
ア
系
諸
市
の
み
な
ら
ず
リ
ビ
ア
系
諸
部
族
に
対
し
て
も
、
何
ら
か
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
ア
イ
グ
ラ
ノ
ー
ル
と
い
う
名
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
前
四
世
紀
に
は
バ
カ
ル
と
い
う
リ
ビ
ア
名
と
関
係
し
て
お
り
、
ア
イ
グ
ラ
ノ
ー
ル
の
一
族
は
、
お
そ
ら
く
通
婚
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
で
リ
ビ
ア
系
諸
部
族
と
結
び
つ
い
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
　
ロ
　
ウ
マ
と
戦
車
が
、
軍
事
的
な
側
面
で
も
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
の
ρ
仁
巴
二
σ
q
缶
競
技
に
象
徴
さ
れ
る
威
信
の
面
で
も
、
キ
ュ
レ
ネ
の
有
力
家
族
集
団
に
よ
る
支
配
を
支
え
る
柱
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
そ
し
て
、
他
プレ・ローマ期キュレネの有力家族とリビア人35
な
ら
ぬ
こ
の
ウ
マ
と
戦
車
を
め
ぐ
る
側
面
に
こ
そ
、
彼
ら
と
リ
ビ
ア
人
社
会
と
の
関
係
が
史
料
上
と
り
わ
け
可
視
的
な
形
で
具
現
し
て
い
る
。
　
ウ
マ
と
そ
れ
に
牽
か
せ
た
戦
車
は
、
古
代
ベ
ル
ベ
ル
社
会
を
特
徴
づ
け
る
最
も
重
要
な
社
会
的
・
文
化
的
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
ベ
ル
人
と
ウ
マ
・
戦
車
と
の
結
び
つ
き
は
古
く
、
サ
ハ
ラ
・
北
ア
フ
リ
カ
へ
の
ウ
マ
と
戦
車
の
導
入
自
体
が
、
前
二
千
年
紀
に
始
ま
る
ベ
ル
ベ
ル
系
諸
族
の
浸
透
と
密
接
に
関
連
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
雄
弁
に
物
語
る
の
は
、
サ
ハ
ラ
一
帯
で
観
察
さ
れ
る
多
数
の
ウ
マ
と
戦
車
の
岩
面
画
で
あ
る
。
こ
う
し
た
岩
面
画
は
戦
前
に
も
散
発
的
に
そ
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
ピ
7
9
①
指
揮
下
の
フ
ラ
ン
ス
隊
に
よ
る
タ
ッ
シ
リ
・
ナ
ジ
ェ
ー
ル
の
調
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
の
全
容
の
一
部
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
サ
ン
プ
ル
数
は
急
速
に
増
大
し
、
一
九
八
九
年
現
在
、
テ
ィ
ベ
ス
テ
ィ
山
地
以
西
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
V
の
サ
ハ
ラ
に
お
い
て
約
六
五
〇
点
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
分
布
は
、
タ
ッ
シ
リ
・
ナ
ジ
ェ
ー
ル
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
中
央
山
塊
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
と
モ
ロ
ッ
コ
に
ま
た
が
る
ア
ト
ラ
ス
山
地
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
を
中
心
と
す
る
サ
ハ
ラ
西
部
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
岩
面
画
に
表
現
さ
れ
た
戦
車
の
形
式
は
多
様
で
あ
る
が
、
二
頭
立
て
（
げ
一
σ
q
陣
）
と
四
頭
立
て
（
ρ
口
巴
嵩
σ
q
p
）
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
げ
一
ひ
q
缶
が
各
地
に
広
く
分
布
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ρ
二
巴
ユ
鴨
の
分
布
は
フ
ェ
ザ
ン
、
ア
ト
ラ
ス
山
地
な
ど
一
部
の
地
域
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
サ
ン
プ
ル
数
も
は
る
か
に
少
な
い
。
　
オ
リ
エ
ン
ト
や
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
戦
車
と
比
較
し
て
こ
れ
ら
サ
ハ
ラ
・
北
ア
フ
リ
カ
の
戦
車
を
際
だ
た
せ
る
構
造
上
の
特
徴
は
、
特
に
そ
の
牽
引
法
に
あ
る
。
オ
リ
エ
ン
ト
の
戦
車
や
そ
の
系
譜
に
連
な
る
ギ
リ
シ
ア
の
戦
車
で
は
、
ウ
マ
に
よ
る
牽
引
力
は
、
車
体
に
固
定
さ
れ
た
な
が
え
と
、
そ
の
先
端
に
木
釘
な
ど
で
垂
直
に
と
り
つ
け
ら
れ
た
く
び
き
を
経
由
し
て
車
輪
に
伝
え
ら
れ
た
。
く
び
き
は
ウ
マ
の
肩
に
置
か
れ
た
が
、
ウ
シ
と
異
な
り
ウ
マ
に
は
く
び
き
を
安
定
さ
せ
る
だ
け
の
肩
脚
骨
の
突
出
が
な
か
っ
た
の
で
、
腹
帯
と
胸
帯
に
よ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）
固
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
サ
ハ
ラ
の
戦
車
に
も
こ
の
種
の
牽
引
法
を
採
用
し
て
い
る
事
例
は
み
ら
れ
る
が
、
特
に
げ
一
σ
q
9
に
一
般
的
に
観
察
さ
れ
る
牽
引
法
は
、
明
ら
か
に
オ
リ
エ
ン
ト
・
ギ
リ
シ
ア
式
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
の
肩
ξ
暮
①
の
実
験
に
よ
れ
ば
、
こ
の
サ
ハ
ラ
独
特
の
牽
引
法
は
、
な
が
え
の
先
端
に
く
び
き
で
は
な
く
一
種
の
横
棒
を
接
続
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
ウ
マ
の
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
6
）
に
装
着
し
た
特
殊
な
牽
引
具
に
と
り
つ
け
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
横
棒
は
ウ
マ
の
頭
の
下
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
σ
お
助
の
図
に
お
い
て
し
ば
し
ば
ウ
マ
の
尾
や
た
て
が
み
が
短
く
刈
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
推
定
を
裏
付
け
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
オ
リ
エ
ン
ト
・
ギ
リ
シ
ア
式
の
牽
引
法
で
は
手
綱
は
は
み
か
ら
く
び
き
上
に
と
り
つ
け
ら
れ
た
導
輪
を
経
由
し
て
御
者
の
手
に
い
た
る
の
に
対
し
て
、
サ
ハ
ラ
の
牽
引
法
で
は
、
は
み
か
ら
直
接
御
者
の
手
に
通
じ
る
手
綱
が
尾
や
た
て
が
み
に
絡
む
お
そ
れ
が
あ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
巨
σ
q
缶
に
比
べ
て
ρ
β
㊤
α
ユ
σ
q
傍
は
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
構
造
や
牽
引
法
が
極
め
て
多
様
性
に
富
ん
で
い
た
。
例
え
ば
、
な
が
え
は
一
本
の
場
合
と
二
本
の
場
合
が
あ
り
、
な
が
え
が
二
本
の
場
合
に
は
、
一
本
の
く
び
き
に
四
頭
の
ウ
マ
を
繋
ぐ
ケ
ー
ス
と
二
本
の
く
び
き
に
二
頭
つ
つ
の
ウ
マ
を
繋
ぐ
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
多
様
性
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）
実
験
と
改
良
の
結
果
と
み
ら
れ
る
4
　
新
王
国
時
代
の
ラ
ー
メ
ス
ニ
世
の
治
世
期
に
あ
た
る
前
一
二
三
〇
年
頃
か
ら
エ
ジ
プ
ト
の
西
部
国
境
を
脅
か
し
始
め
、
続
く
メ
レ
ム
プ
タ
ー
、
ラ
ー
メ
ス
三
世
の
治
世
を
通
じ
て
エ
ジ
プ
ト
領
へ
の
侵
入
を
繰
り
返
し
た
勾
Φ
げ
⊆
（
い
Φ
9
）
、
36
ζ
Φ
吟
薯
Φ
鴇
な
ど
の
リ
ビ
コ
・
ベ
ル
ベ
ル
系
諸
集
団
が
す
で
に
ウ
マ
と
戦
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
9
）
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
史
料
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
、
エ
ジ
プ
ト
領
に
隣
接
し
て
い
な
い
ζ
①
ω
7
零
㊦
警
が
、
前
一
一
八
七
年
に
ラ
ー
メ
ス
三
世
治
下
の
エ
ジ
プ
ト
に
侵
入
し
た
際
に
戦
車
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
段
階
ま
で
に
ウ
マ
と
戦
車
の
使
用
が
北
ア
フ
リ
カ
の
か
な
り
広
い
範
囲
に
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
、
ベ
ル
ベ
ル
人
に
よ
る
ウ
マ
と
戦
車
の
使
用
は
、
少
な
く
と
も
前
＝
二
世
紀
、
お
そ
ら
く
は
前
｝
五
世
紀
に
さ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
0
V
の
ぼ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
戦
車
は
、
古
典
古
代
に
入
っ
て
も
ベ
ル
ベ
ル
人
に
よ
っ
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
。
前
五
世
紀
に
は
、
キ
ュ
レ
ネ
に
隣
接
す
る
部
族
ア
ス
ビ
ュ
ス
タ
イ
は
、
リ
ビ
ア
系
諸
部
族
の
中
で
最
も
ρ
二
9
D
畠
臣
σ
q
9
　
　
　
　
　
　
　
（
9
1
）
の
操
縦
に
長
け
て
い
た
。
小
シ
ュ
ル
テ
ィ
ス
湾
岸
か
ら
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
か
け
て
居
住
し
て
い
た
ア
ウ
セ
イ
ス
と
ザ
ウ
エ
ケ
ス
、
フ
ェ
ザ
ン
の
ガ
ラ
マ
ン
テ
ス
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
）
ど
の
諸
部
族
も
戦
車
を
使
用
し
て
い
た
。
ク
セ
ル
ク
セ
ス
の
ギ
リ
シ
ア
遠
征
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）
従
軍
し
た
リ
ビ
ア
人
部
隊
も
ま
た
戦
車
を
伴
っ
て
い
た
。
前
三
一
〇
～
三
〇
七
年
の
ア
ガ
ト
ク
レ
ス
に
よ
る
カ
ル
タ
ゴ
遠
征
当
時
、
マ
グ
レ
ブ
の
リ
ビ
ア
人
は
、
彼
に
、
五
〇
台
か
ら
六
〇
〇
〇
台
に
上
る
ρ
⊆
巴
匡
σ
q
鋤
と
思
わ
れ
る
戦
車
を
　
　
（
9
4
）
提
供
し
た
。
　
ウ
マ
と
戦
車
が
リ
ビ
コ
・
ベ
ル
ベ
ル
人
の
社
会
の
中
で
担
っ
て
い
た
機
能
に
つ
い
て
は
、
岩
面
画
の
発
見
以
来
幾
つ
か
の
仮
説
が
提
起
さ
れ
て
き
た
。
冒
7
0
8
は
、
中
央
山
塊
か
ら
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
に
い
た
る
戦
車
の
岩
面
画
の
分
布
状
況
を
も
と
に
、
サ
ハ
ラ
を
縦
断
し
て
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
流
域
に
達
す
る
、
ウ
マ
に
牽
か
せ
た
戦
車
を
交
通
手
段
と
す
る
交
易
ル
ー
ト
の
存
在
を
想
定
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
い
て
観
察
さ
れ
る
戦
車
像
の
大
多
数
を
占
め
る
巨
σ
q
卑
の
、
オ
リ
エ
ン
ト
や
ギ
リ
シ
ア
の
戦
車
に
比
べ
て
も
簡
素
で
華
奢
な
構
造
か
ら
、
輸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
5
）
送
目
的
で
の
利
用
の
可
能
性
は
ほ
ぼ
否
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
甑
σ
q
鋤
に
関
す
る
限
り
、
明
確
に
戦
闘
シ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
岩
面
画
の
事
例
が
稀
で
あ
る
こ
と
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
乗
員
が
｝
人
で
あ
る
こ
と
、
ウ
シ
に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ
る
事
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
根
拠
に
、
実
戦
用
の
兵
器
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
6
）
し
て
の
機
能
も
ま
た
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
O
㊤
旨
窃
は
、
ウ
マ
と
戦
車
を
伴
っ
て
サ
ハ
ラ
・
北
ア
フ
リ
カ
に
浸
透
し
て
き
た
ベ
ル
ベ
ル
系
諸
集
団
が
、
少
な
く
と
も
前
四
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
ウ
シ
牧
畜
と
お
そ
ら
く
農
耕
に
依
存
し
つ
つ
生
活
し
て
い
た
先
住
民
と
混
合
し
つ
つ
、
そ
の
支
配
層
を
形
成
し
て
い
っ
た
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
、
成
層
社
会
に
お
け
る
貴
族
的
エ
リ
ー
ト
支
配
の
象
徴
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
7
）
の
ウ
マ
と
戦
車
の
意
味
と
機
能
を
想
定
し
て
い
る
。
北
ア
フ
リ
カ
で
は
、
前
四
世
紀
を
境
に
戦
車
は
次
第
に
騎
兵
と
交
代
し
て
い
く
が
、
ヌ
ミ
デ
ィ
ア
の
諸
王
が
ウ
マ
の
育
成
を
重
視
し
た
こ
と
は
、
ウ
マ
に
一
種
の
社
会
的
差
別
化
機
能
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
8
）
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
マ
グ
レ
ブ
で
は
、
一
九
世
紀
に
至
っ
て
も
、
ウ
マ
は
戦
闘
、
狩
猟
、
レ
イ
デ
ィ
ン
グ
な
ど
部
族
の
戦
士
エ
リ
ー
ト
の
活
動
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
9
）
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
、
威
信
の
象
徴
と
な
っ
て
い
た
。
ウ
マ
と
戦
車
に
貴
族
支
配
的
社
会
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
意
味
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
○
㊤
5
累
の
見
解
は
説
得
的
で
あ
る
。
古
典
古
代
の
リ
ビ
ア
系
諸
部
族
が
あ
る
種
の
成
層
構
造
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
文
献
史
料
か
ら
の
示
唆
が
あ
る
。
近
年
○
げ
9
日
o
ロ
×
が
そ
の
史
料
的
価
値
に
着
目
し
た
デ
ィ
オ
ド
ロ
ス
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
ナ
サ
モ
ネ
ス
、
ア
ウ
ス
キ
サ
イ
、
マ
カ
イ
、
マ
ル
マ
リ
ダ
イ
の
部
族
集
団
は
、
農
耕
・
定
住
的
牧
畜
・
遊
動
的
牧
畜
と
い
う
異
な
っ
た
生
業
形
態
を
持
つ
分
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
最
も
遊
動
性
の
高
い
分
節
が
政
治
的
に
は
最
も
優
位
に
あ
り
、
定
住
的
な
農
牧
分
節
に
対
し
て
軍
事
的
な
保
護
を
与
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脚
）
代
償
と
し
て
貢
納
を
課
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
プレ・ローマ期キュレネの有力家族とリビァ人37
　
し
か
し
な
が
ら
、
ウ
マ
と
戦
車
が
O
鋤
匿
℃
ω
の
想
定
す
る
よ
う
な
意
味
を
担
い
得
た
こ
と
の
根
底
に
は
、
や
は
り
実
際
的
な
機
能
、
特
に
軍
事
的
な
重
要
性
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
。
前
五
～
四
世
紀
に
は
、
ガ
ラ
マ
ン
テ
ス
お
よ
び
ア
ガ
ト
ク
レ
ス
に
味
方
し
た
マ
グ
レ
ブ
の
リ
ビ
ア
人
が
ρ
轟
母
一
σ
q
陣
を
軍
事
的
な
目
的
に
使
用
し
て
お
り
、
戦
車
の
タ
イ
プ
は
不
明
だ
が
、
ザ
ウ
エ
ケ
ス
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
上
述
の
よ
う
に
、
ク
セ
ル
ク
セ
ス
の
遠
征
軍
に
は
リ
ビ
ア
人
の
戦
車
隊
が
参
加
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
前
三
二
二
年
に
テ
ィ
ブ
ロ
ン
を
捕
ら
え
た
キ
ュ
レ
ナ
イ
ヵ
の
リ
ビ
ア
人
は
　
　
　
　
　
　
　
（
期
）
げ
お
p
。
を
駆
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
古
典
古
代
に
お
い
て
は
、
ρ
⊆
卑
脅
蒔
㊤
の
み
な
ら
ず
げ
一
σ
q
p
。
も
ま
た
し
ば
し
ば
実
戦
に
使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
よ
り
古
い
時
代
に
お
い
て
も
、
ρ
ロ
p
費
一
σ
q
p
、
げ
一
σ
q
㊤
を
問
わ
ず
戦
車
が
実
戦
用
の
兵
器
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
し
て
、
戦
車
の
こ
う
し
た
軍
事
的
重
要
性
こ
そ
が
、
支
配
エ
リ
i
ト
の
権
威
の
象
徴
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
キ
ュ
レ
ネ
に
お
い
て
も
、
リ
ビ
ア
人
社
会
に
お
い
て
も
、
支
配
エ
リ
ー
ト
の
政
治
的
・
軍
事
的
基
盤
で
あ
り
、
威
信
の
象
徴
で
あ
っ
た
ウ
．
マ
と
戦
車
は
ま
た
、
そ
れ
ら
二
つ
の
支
配
的
集
団
を
相
互
に
結
び
つ
け
る
触
媒
と
も
な
っ
て
い
た
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
よ
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
人
は
「
四
頭
の
ウ
マ
を
繋
ぐ
こ
と
を
リ
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ア
人
か
ら
学
ん
だ
（
蒜
q
q
偽
b
食
ハ
ミ
雨
§
ハ
§
腎
ミ
℃
ミ
§
肉
9
b
昏
〉
“
悪
e
＜
＝
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）
9
肉
ζ
ミ
禽
鳶
k
Q
§
§
ミ
）
」
と
さ
れ
る
。
O
訂
ヨ
o
ロ
×
は
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
が
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
に
お
け
る
ρ
⊆
四
曾
お
曽
競
技
の
創
始
を
キ
ュ
レ
ネ
建
設
に
先
立
つ
前
六
八
〇
年
頃
と
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
こ
の
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
伝
承
を
疑
問
視
し
た
が
、
岩
面
画
に
描
か
れ
た
戦
車
の
構
造
と
牽
引
法
に
関
す
る
の
鷲
ξ
け
8
の
研
究
に
鑑
み
れ
ば
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
こ
の
箇
所
が
ρ
ロ
節
紆
碍
曽
の
使
用
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
サ
ハ
ラ
・
北
ア
フ
リ
カ
の
ベ
ル
ベ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵬
）
ル
社
会
で
発
達
し
た
独
特
の
牽
引
法
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ム
ナ
サ
ル
コ
ス
家
の
テ
ウ
ク
レ
ス
ト
ス
は
ウ
マ
の
飼
養
法
を
リ
ビ
ア
人
か
ら
学
ん
だ
の
で
あ
り
、
キ
ュ
レ
ネ
の
有
力
家
族
に
お
け
る
代
表
的
な
リ
ビ
ァ
名
の
持
ち
主
で
あ
る
ア
ン
ニ
ケ
リ
ス
も
ま
た
、
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
ρ
ロ
鋤
母
憎
σq
?
｣
技
優
勝
者
に
し
て
戦
車
術
の
達
人
と
し
て
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
他
方
、
ギ
リ
シ
ア
人
側
か
ら
サ
ハ
ラ
・
北
ア
フ
リ
カ
系
戦
車
文
化
へ
の
影
響
を
示
す
痕
跡
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、
一
九
七
一
年
に
タ
ッ
シ
リ
・
ナ
ジ
ェ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
で
発
見
さ
れ
た
ρ
ロ
四
費
お
餌
の
図
像
で
あ
る
。
ζ
巳
一
霞
－
同
9
。
壱
㊦
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
後
足
で
立
ち
上
が
っ
た
四
頭
の
ウ
マ
の
様
式
は
、
四
肢
を
ほ
ぼ
水
平
に
伸
ば
し
た
い
わ
ゆ
る
h
ぢ
ぎ
σ
q
σ
q
巴
一
〇
b
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
伝
統
的
な
サ
ハ
ラ
・
北
ア
フ
リ
カ
の
戦
車
図
と
は
全
く
異
質
で
あ
り
、
ヘ
リ
オ
ス
像
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
ギ
リ
シ
ア
の
ρ
‘
p
創
該
σ
q
p
図
と
の
強
い
近
縁
性
を
感
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
5
1
）
さ
せ
る
。
こ
の
戦
車
図
の
年
代
は
前
四
～
三
世
紀
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
お
わ
り
に
　
地
中
海
沿
岸
各
地
に
ギ
リ
シ
ア
系
植
民
市
に
お
け
る
対
先
住
民
関
係
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
植
民
市
の
そ
の
後
の
発
展
に
無
視
し
得
ぬ
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
こ
と
、
植
民
市
の
社
会
的
・
経
済
的
構
造
の
十
全
な
理
解
が
背
後
に
広
が
る
先
住
民
世
界
と
の
か
か
わ
り
を
抜
き
に
し
て
は
期
待
し
得
な
い
こ
と
は
、
近
年
で
は
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
6
1
）
り
広
範
に
承
認
さ
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
っ
て
き
た
。
本
稿
も
ま
た
、
こ
う
し
た
方
向
性
に
沿
っ
た
基
礎
作
業
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ω
冨
げ
㊤
8
は
、
一
般
論
と
し
て
、
少
な
く
と
も
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
期
か
ら
古
典
期
に
関
す
る
限
り
、
植
民
市
そ
の
も
の
は
市
民
団
の
閉
鎖
性
を
特
徴
と
す
る
純
38
粋
に
ギ
リ
シ
ア
的
性
格
を
維
持
し
た
の
で
あ
り
、
土
着
住
民
と
の
混
濡
は
周
縁
部
に
限
定
さ
れ
た
と
す
る
。
ま
た
、
O
訂
匿
2
×
は
キ
ュ
レ
ネ
の
ギ
リ
シ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
1
）
人
社
会
に
お
け
る
種
族
的
・
文
化
的
純
粋
性
を
強
調
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
稿
に
お
け
る
検
討
を
通
じ
て
か
い
ま
見
ら
れ
た
前
四
世
紀
キ
ュ
レ
ネ
の
指
導
的
諸
家
族
の
姿
は
、
こ
の
よ
う
な
理
解
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
お
そ
ら
く
姻
戚
関
係
を
基
礎
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
で
近
隣
の
リ
ビ
ア
人
社
会
、
特
に
そ
の
支
配
的
グ
ル
ー
プ
と
緊
密
に
結
び
つ
き
、
こ
の
絆
帯
を
通
じ
て
後
者
か
ら
強
い
文
化
的
影
響
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
双
方
の
支
配
的
グ
ル
ー
プ
相
互
の
接
近
と
融
合
こ
そ
が
、
王
政
崩
壊
後
の
キ
ュ
レ
ネ
史
の
底
流
を
な
し
た
寡
頭
政
的
傾
向
を
政
治
的
・
軍
事
的
に
支
え
る
重
要
な
基
盤
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
、
リ
ビ
ア
人
と
の
混
清
と
相
互
影
響
は
、
地
理
的
に
も
社
会
的
に
も
、
周
縁
ど
こ
ろ
か
植
民
市
キ
ュ
レ
ネ
の
さ
ら
に
中
心
と
い
う
べ
き
部
分
で
生
じ
、
キ
ュ
レ
ネ
の
政
治
的
・
社
会
的
の
シ
ス
テ
ム
形
成
上
大
き
な
規
定
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は
共
時
的
な
様
態
の
析
出
に
検
討
レ
ベ
ル
を
限
定
し
た
た
め
、
こ
う
し
た
関
係
の
形
成
と
展
開
と
い
う
動
態
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
に
は
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
略
記
表
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注
（
1
）
　
キ
ュ
レ
ネ
で
は
前
四
〇
一
年
に
政
権
を
握
っ
た
民
主
派
が
有
力
市
民
五
〇
〇
人
を
　
殺
害
し
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
人
傭
兵
の
支
援
を
受
け
た
寡
頭
派
と
の
間
に
激
し
い
内
戦
を
展
　
開
し
た
後
、
両
派
の
間
に
暫
定
的
に
和
解
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
再
び
寡
頭
　
派
の
巻
き
返
し
が
あ
り
、
キ
ュ
レ
ネ
が
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
の
支
配
下
に
編
入
さ
れ
る
　
直
前
に
は
千
人
に
よ
る
寡
頭
政
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
前
三
二
一
年
に
プ
ト
レ
マ
イ
オ
　
ス
一
世
の
b
贈
晦
、
9
ミ
ヨ
臼
の
下
に
成
立
し
た
体
制
は
、
参
政
権
を
二
〇
〇
〇
ド
ラ
ク
　
マ
以
上
の
有
産
市
民
一
万
人
に
拡
大
し
た
点
を
除
け
ば
、
長
老
、
評
議
会
お
よ
び
一
五
　
〇
〇
人
か
ら
な
る
法
廷
な
ど
の
国
家
機
構
と
そ
の
構
成
原
理
は
、
先
行
す
る
寡
頭
体
制
　
を
継
承
し
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
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史
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－
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冒
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①
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①
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。
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ニ
ズ
ム
期
を
中
心
に
多
数
の
事
例
が
観
察
さ
　
れ
て
い
る
。
6
0
旨
団
器
o
戸
口
．
〉
°
司
巴
゜
。
①
－
h
鋤
o
巴
Φ
弓
o
B
げ
゜
・
讐
O
鴇
8
Φ
゜
》
b
σ
⑦
　
卜
①
ト
コ
（
お
雪
）
’
℃
℃
°
卜
⊃
自
』
㎝
①
．
（
1
4
）
9
0
』
5
・
。
°
冨
8
己
Φ
層
8
°
。
守
゜
冒
』
9
b
ゴ
Φ
ω
。
貫
ε
゜
。
一
け
こ
娼
」
°
。
°
。
°
　
閃
吋
器
①
ツ
〉
ピ
O
酋
O
O
P
劉
旨
Q
。
h
．
①
亀
殺
b
封
q
凶
o
つ
昌
9
ド
（
1
5
）
　
ω
国
ρ
ρ
卜
。
G
。
O
…
卜
⊃
卜
⊃
o
。
旧
卜
。
卜
⊃
8
ト
っ
ト
⊃
㊤
゜
冨
鍔
゜
。
Φ
5
＞
『
Φ
酋
8
P
戸
ド
刈
メ
国
黛
N
適
つ
　
づ
p
Q
。
…
戸
b
二
b
。
G
。
P
①
偽
墜
R
b
娼
q
嚇
O
つ
コ
o
°
嵩
一
戸
い
国
腎
o
ロ
α
P
o
b
°
9
↑
；
O
°
ま
゜
（
1
6
）
　
o
D
国
Q
．
⑩
゜
一
゜
卜
胡
．
団
弓
四
し
自
①
ジ
〉
じ
Φ
邑
o
o
P
や
ト
。
ら
Q
。
曽
国
恥
N
き
リ
コ
o
°
①
。
　
ω
国
O
．
⑩
゜
合
゜
一
゜
＝
°
閃
吋
国
ω
①
さ
〉
ピ
o
×
一
〇
〇
P
ワ
ト
⊇
①
♪
区
淘
自
。
q
『
讐
娼
つ
5
ρ
ω
゜
（
1
7
）
の
国
O
』
°
心
㊤
」
」
り
。
孚
器
電
’
》
国
㊦
邑
。
8
も
゜
・
。
・
。
G
。
嚇
◎
巴
慧
娼
9
0
（
』
9
　
＝
°
ω
国
O
°
P
お
。
一
゜
卜
。
ド
国
同
四
ー
目
㊦
さ
〉
『
o
邑
O
O
P
戸
b
⊃
G
n
卜
ρ
讐
国
働
b
ミ
9
コ
ρ
刈
゜
　
ω
国
O
°
り
。
し
几
O
°
一
．
ζ
几
P
勾
同
9
。
ω
⑩
『
層
〉
『
Φ
邑
O
o
P
写
H
旨
樋
〉
§
隷
e
y
コ
o
°
P
o
つ
0
7
　
≦
曳
N
㊦
づ
ト
。
G
◎
心
゜
H
．
ド
ト
⊃
°
聞
国
四
ロ
。
①
『
、
》
ピ
Φ
酋
o
o
P
b
．
ω
Q
。
伊
目
b
働
鞭
“
つ
昌
o
°
m
°
ω
国
Q
°
　
り
゜
ま
゜
H
．
⑩
゜
勾
門
ゆ
o
。
Φ
5
＞
い
Φ
答
o
o
ρ
O
．
卜
o
b
。
Q
ゆ
讐
①
亀
k
も
娼
q
内
o
つ
昌
o
°
旨
゜
o
o
国
O
°
㊤
’
　
曽
．
悶
『
鋤
ω
①
5
＞
ピ
Φ
臥
o
o
量
℃
．
b
。
b
o
q
。
糟
①
巴
k
b
娼
q
N
O
つ
口
o
°
①
゜
（
1
8
）
　
団
鼻
．
幽
゜
δ
P
（
1
9
）
　
乙
；
刈
゜
コ
…
o
◎
①
゜
（
2
0
）
　
U
°
ω
」
。
。
°
一
ρ
b
。
－
ω
　
卜
。
ピ
一
－
心
゜
ピ
p
・
N
o
巳
P
o
b
．
葺
；
罰
謡
・
前
四
世
紀
後
半
以
降
、
ギ
リ
シ
ア
人
傭
兵
の
装
備
は
全
般
的
に
軽
量
化
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
　
Q
Q
コ
o
畠
σ
q
冨
ー
n
：
・
樋
〉
．
ζ
．
ト
、
ヨ
⑦
p
濁
亀
》
、
§
o
g
、
ミ
隷
鳴
O
、
竃
諺
゜
ピ
o
昌
ユ
o
づ
一
〇
①
メ
　
O
ウ
這
幽
－
這
q
b
．
（
2
1
）
　
投
槍
兵
の
隊
長
、
四
頭
立
て
戦
車
隊
と
共
に
戦
う
ペ
ル
タ
ス
タ
イ
の
隊
長
、
戦
車
搭
乗
戦
闘
員
の
隊
長
の
三
つ
の
軍
事
的
公
職
は
、
ω
ε
o
。
霞
に
よ
っ
て
ゼ
ウ
ス
神
殿
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
未
刊
行
の
軍
事
的
公
職
者
名
簿
に
現
れ
る
。
ピ
胃
o
ロ
ユ
P
o
戸
　
o
旨
”
P
目
o
。
b
。
や
（
2
2
）
　
出
o
。
O
F
ω
゜
＜
°
N
b
§
a
9
蟄
ミ
゜
（
2
3
）
　
頃
鼻
．
刈
゜
呂
。
。
（
シ
ラ
ク
サ
）
、
×
・
出
O
・
刈
・
G
月
゜
器
（
ス
パ
ル
タ
）
、
U
°
G
D
°
一
α
・
　
o
。
㎝
゜
心
（
ア
テ
ナ
イ
）
。
（
2
4
）
　
U
．
ω
゜
b
o
P
自
。
一
゜
（
2
5
）
　
乙
．
μ
Q
。
．
お
゜
鳶
悼
P
亀
゜
一
゜
o
h
°
『
ゆ
り
o
コ
良
P
o
℃
°
9
け
ご
℃
で
’
畠
ム
幽
゜
（
2
6
）
　
×
°
O
げ
づ
9
ド
゜
卜
。
刈
゜
（
2
7
）
　
ミ
ュ
ケ
ー
ナ
イ
時
代
の
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
、
ホ
メ
ロ
ス
が
描
い
た
よ
う
な
戦
車
　
の
運
用
法
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。
藤
縄
謙
三
、
40
「
ホ
メ
ロ
ス
と
戦
車
」
『
西
洋
古
典
学
研
究
』
九
巻
、
一
九
六
一
年
、
二
四
～
二
五
頁
。
　
》
コ
島
①
『
ω
O
昌
噂
し
゜
区
゜
団
O
B
Φ
冨
P
し
u
ユ
ニ
o
α
7
P
訂
幽
O
団
『
O
ロ
P
8
0
げ
画
議
O
酔
o
α
゜
》
監
①
㊤
　
（
H
¢
①
⑰
）
唖
唱
℃
．
ω
q
同
1
ω
窃
卜
⊃
’
（
8
2
）
　
〉
Φ
ロ
．
弓
四
〇
壁
ド
①
．
一
鼻
ー
目
㎝
゜
（
2
9
）
　
一
匹
．
一
①
゜
H
ら
．
類
¢
b
娼
t
食
嚇
O
q
ハ
窃
㊥
ま
9
幅
b
d
黛
b
ま
食
鳳
O
に
ハ
N
い
㌣
偽
N
臼
h
款
食
～
駄
N
N
P
ハ
　
q
h
虻
時
ハ
刹
O
N
臼
ハ
州
貸
ハ
簿
k
9
噸
封
N
簿
N
O
q
ハ
N
向
い
窃
O
O
り
き
貸
～
な
貸
き
b
簿
ハ
偽
O
娼
Φ
魚
貸
ハ
伽
肉
～
q
ミ
e
b
δ
e
ヒ
試
ミ
腎
ミ
e
t
も
o
蔦
瓢
t
°
（
キ
ュ
レ
ネ
人
と
バ
ル
カ
人
と
そ
の
他
幾
つ
　
か
の
ポ
リ
ス
は
、
車
両
の
通
行
で
き
る
長
距
離
の
道
路
を
、
二
頭
立
て
と
四
頭
立
て
の
戦
車
に
乗
っ
て
救
援
に
赴
く
と
い
う
）
（
3
0
）
　
O
O
O
α
O
げ
一
一
q
”
菊
゜
Q
°
ζ
節
O
喝
一
コ
㎎
即
O
旨
固
コ
い
一
げ
罵
P
°
O
邸
O
鋤
「
§
｝
8
臼
N
き
9
、
－
　
言
画
　
（
H
り
㎝
ト
ニ
γ
℃
°
H
心
⑩
．
帥
（
皆
”
日
び
Φ
国
O
b
P
跨
ロ
国
O
餌
偶
こ
o
O
h
［
一
げ
畷
四
四
コ
q
け
げ
Φ
一
り
　
窓
ぎ
ω
8
口
㊦
o
■
．
【
⇒
ト
さ
量
9
討
臼
敦
O
q
、
ロ
U
Φ
口
σ
q
ゲ
P
臥
お
①
o
o
魑
戸
ド
昭
゜
現
在
確
認
さ
　
れ
る
古
代
の
道
路
の
多
く
は
ロ
ー
マ
期
の
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
ロ
ー
マ
道
は
基
本
的
　
に
既
存
の
道
路
網
を
継
承
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
キ
ュ
レ
ナ
イ
カ
の
　
道
路
網
は
プ
レ
・
ロ
ー
マ
期
に
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
（
1
3
）
　
O
h
°
ω
酔
⊆
O
O
7
抄
O
℃
°
O
一
け
こ
℃
°
り
㎝
響
⇒
．
q
Q
°
（
3
2
）
　
×
．
O
属
゜
①
」
°
b
。
°
。
°
q
ミ
e
t
N
e
℃
h
曵
鳳
q
N
e
℃
伽
辻
噌
o
斜
諏
b
鳶
食
q
h
（
戦
車
　
に
は
最
も
屈
強
な
者
た
ち
が
乗
り
組
ん
だ
の
で
）
（
3
3
）
　
ω
0
7
≦
冤
N
①
戸
笛
ω
心
゜
ド
゜
一
一
゜
司
憎
9
0
ω
Φ
さ
〉
い
①
×
一
〇
〇
昌
噛
℃
°
ら
一
♪
図
N
ち
簿
N
e
ド
ロ
O
°
　
⑩
゜
ω
国
O
°
O
°
劇
㊤
゜
一
゜
悼
一
゜
司
弓
四
〇
〇
Φ
村
▼
〉
い
①
×
一
〇
〇
5
1
℃
°
卜
o
m
b
∂
サ
国
降
b
℃
偽
つ
ロ
O
°
S
（
鈎
）
　
ω
国
O
°
り
゜
幽
①
．
一
．
Q
σ
P
同
吋
四
1
ー
①
5
＞
『
①
×
一
〇
〇
口
讐
b
噛
↓
①
曽
．
＞
b
“
q
N
O
＄
降
で
娼
り
噛
口
O
°
　
悼
゜（
3
5
）
o
D
国
O
°
⑩
誌
①
」
°
轟
゜
牢
9
。
ω
Φ
さ
〉
】
『
①
邑
。
8
も
。
ω
①
P
自
§
食
h
隷
翼
つ
8
°
　
Q
o
．
o
Q
国
O
°
㊤
゜
一
゜
一
゜
刈
轟
．
国
り
四
〇
り
㊦
さ
〉
い
Φ
×
一
〇
〇
⇒
層
唱
゜
G
Q
刈
μ
　
口
O
N
h
簿
ヒ
Φ
唱
ハ
讐
づ
O
°
Q
o
．
　
ぴ
的
村
O
づ
α
Φ
讐
O
℃
．
O
騨
；
℃
°
一
〇
刈
゜
（
3
6
）
　
ω
国
Q
°
㊤
．
H
ら
σ
．
喝
憎
餌
o
n
①
び
〉
い
①
×
一
〇
〇
昌
曽
娼
．
一
刈
メ
国
聯
訣
淘
肋
軸
窃
臼
9
口
O
°
轟
゜
い
魯
－
　
弓
O
コ
麟
ρ
O
噛
．
O
騨
゜
讐
O
°
一
〇
〇
．
（
舘
）
　
G
Q
O
7
≦
賓
N
㊦
り
゜
N
G
Q
心
゜
一
゜
ド
①
゜
国
円
ゆ
6
1
Φ
さ
〉
ピ
O
×
甘
O
コ
魑
℃
°
刈
①
曜
り
＞
b
h
q
N
O
＄
貸
虻
唱
ハ
、
　
⇒
O
°
蔭
幽
ω
国
O
°
O
°
Q
Q
O
1
1
ω
ロ
℃
で
♂
日
Φ
口
け
9
　
一
ω
卜
⊃
げ
゜
国
H
ゆ
し
α
Φ
5
＞
い
O
×
一
〇
〇
コ
．
唱
゜
“
9
　
．
＞
b
偽
q
N
O
＄
恥
ヒ
“
ハ
層
コ
O
°
①
゜
（
詔
）
　
〉
①
一
。
＜
＝
°
一
P
卜
o
°
∪
曾
o
Q
曾
ド
Q
Q
°
①
Q
o
°
同
゜
×
’
閏
Q
°
ド
ト
コ
’
ピ
勺
四
⊆
ω
゜
①
゜
◎
◎
°
ω
’
　
］
≦
O
胃
㊦
詳
一
讐
O
℃
．
O
詐
；
b
°
一
一
ρ
昌
O
°
Q
9
幽
8
娼
゜
H
b
っ
鮮
コ
O
°
心
卜
⊃
一
゜
ω
国
Q
°
り
゜
㎝
9
一
．
悼
9
（
3
9
）
　
］
≦
餌
6
ロ
の
O
ロ
響
（
一
り
刈
①
）
°
O
°
α
ω
゜
国
村
四
〇
〇
①
『
▼
〉
ピ
①
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．
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⊃
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＜
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℃
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．
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①
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サ
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